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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報

理
事

長

に
鮫

島

氏
を

再
任

ク
ラ
ブ
賞
授
賞
式
行
わ
れ
る

H
本

記

者

ク

ラ

フ
力
通

常

総

会

が

.κ

月

一
.レ

六

日

開

か
れ

、
鮫

島

敬

治

理
事

長

(”

本

経

済

新

聞

惇

務

取

締

役

)
、

松
.11
宗

之

(朝

日
新

聞
常
務

取

締

役

)
、

藤
村
邦

苗

〔
フ

シ
テ

レ
ピ

シ

コ

ン
専
務
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取

締

役

)

.両

副

理

事

長

を

.再

任

、

第

卜

.
期

の

執

行

部

か

魁

足

L

ま

し

た

.

総

へ
、ム
で

ほ
.、

几

.
…
年

喫

の

唱

裳

帳

牛
口

と

収

支

決

算

を

審

議

、

理

賢

へ
.ム
案

通

り

.依

認

、

続

い

て

、

新

た

に

県

格
「
理

嘱

・を

作

る

こ

ヒ

に

な

り

.

そ

の

た

め

の

定

款

改

.止

.を

審

議

.

議

決

し

ま

し

た

.一.

引

き

統

㌃
、・
、

.
元

元

 .
一年

度

ー

元

四

年

度

の

役

員

ヒ

し

て

理

艀

一
 
ト

し

凡

、

監

賢

、二
人

を

選

出

..

続

い

て

開

か

れ

た

理

肇

会

で

惇

務

岬

事

に

雅

務

局

長

兼

務

で

臼

木

・が

.厘

選

さ

れ

、

.丘

委

口
只
会

委

員

長

が

.血
口
任

さ

れ

ま

し

た

(
新

随
 容

は

.
 

へ

ー

ジ

々
】
ご

参

昭
…/
＼
だ

曳
㌔
い

)
、、

鮫

島

理

嘱

長

は

「
情

報

発

信

機

能

を

さ

ら

に

強

化

,
し
て

い

き

た

い

」

と

抱

負

を

語

り

ま

し

た

.、

喫

享

都
「

代

旧

区

内

牡

町

ノ

.
,

.

日
仁

∵

レ

乳

ヒ

ン
ク

.

.
卜

.

.

聯

回

c
社

川

法
尺

日

本

記

者

ク

ラ
ブ

電

諮

.

.

.
圏

.

.
、

.

..
}
.
、
.

.

き

専

務

理

賢

制

度

が

作

ら

れ

た

の

は

次

の

理

山

か

・
り
ぜ.
・
す

、

.
几

六

兀

年

,

わ

が

国

を

訪

れ

る

国

・
公

賓

お

よ

び

国

内

要

尺

の

公

式

,祀
哲

会

兄

を

・ド

催

す

る

⊥
-̀

.ン

..
ナ

ル

・
フ

レ

ス

ク

ラ

ブ

、二
し

て

ク

ラ

ブ

が

設

存
.を
,、
れ

て

以

来

、

創

ヴ
.時

に

比

較

し

て

会

呉

数

ぜ.、
.
.
.
・

四

倍

、

.r
算

規

模

で

.
四

・
..
.倍

に

達

L

、

随

界

に

向

け

た

情

撮

力

発

信

基

地

ヒ

し

て

の

機

能

が

高

ま

u
て

お

り

ま

す

、.

役

員

を

常

、駅

、

国

際

儀

礼

、

対

外

折

衝

に

芝

障

を

来

た

さ

な

い

よ

う

に

す

る

必

要

か

あ

る

と

い

う

も

の
.
'、」
す

ρ.

(
.止
款

に

レ
玉
り
.圭

す

-二

、

定

款

の

変

、史

は

・.L

修

官

庁

で

あ

る

淋職

理

府

カ

ー9
頗
.吋

を

'栄

け

た

目

か

・り
効

力

か
}
発

す

る

..
 
と

に

な

h、
て

お

リ

、

実

際

に

機

能

す
.る

の

は

以

ヒ

の

要

件

が

満
N
化
ざ
」
れ

て

か

ら

に

な

り

ま

す

..

総

会

で

は

さ

ら

に

、

凪

.

.、
年

度

の

巨

本

.記

匠
白
ク

ラ

.フ
賞

の

授

賞

式

か

だU
わ

、月
特
、

占

森

義

久

氏

〔
産

経

新

聞

ワ

シ

ン

ト

ン

支

局

長

)
に

表

彰

状

と

副

賞

.鉦

卜

.〃

円

、

.記

念

の

特

製

,〃

年

筆

が

贈

ら

.れ

ま

し

た

、

午
・後

四

時

中「

か

ら

、

卜

階

ホ

ー

ル

㎡、.㌔

.平

山

郁

丸

痕

京

伊
.ム
大

学

長

(
写

真

)

が

「
夏

化

財

に

お

け

る

国

際

貢

献

」

-二
.題

し

て

記

念

講

演

を

仕

い
‡
h
し

た

..

さ

ら

に

、

司

、丘

痔

半

髄

ぎ

炉

ら

・.妥

会

」

1

ー

ρ

・!

'

場

 .
・
会

員

懇

親

会

が

開

か

れ

、

約

.

.
百

人

が

集

ま

リ

、

新

執

行

部

、

.唱

山

…,.ー

長

,

占

森

氏

を

團

み

賑

や

か

な

談

笑

が

能

き

↓よ
L

た

.

.、

司

'

.丘

U

の

ク

ラ
.
.フ

だ打
事

は

、

卜

H

目

、ゴ

ー

・
チ

,

ク

ト

ン

・
シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

首

目

、

卜

.

.
ー

月

口

父

%り
茂

”

、

.
・
.
L「

.干

ー

月

1

,イ

,目
-唯
拳

.
11

・11

銭

其

深

・
中

国

.副

首

相

兼

外

棚

の

会

兄

の

ほ

か

、

シ

ー1
・
ー

ズ

研

究

会

「
ク
.
リ

ン

ト

ン

政

権

」

で

レ

.
、
.
1ー

ロ

ナ

ル

ド

・

モ

ー

ス

・
ア

+
.ホ

リ

ス

・
イ

ン

ク

ー

ナ

シ

ゴ
ナ

ル

代

表

、

.
T
「

、
日

ロ

バ

ー
ー
ト

・

エ

、./
ジ

ェ

ル

・
サ

ウ

ス

カ

ロ

ラ

イ

ナ

大

助

教

授

..

や

は

リ

・ン
リ
.

ー

ズ

研

究

会

の

「
地

域

経

済

統

ヘ
ロ
」

一.
・

.

.
ト

ロ

赤

尾

信

敏

A

P

E

C

大

使

を

迎

え

る

な

ビ

、

話

発

で

し

た

.

銭

其

壕

外

梱

の

会

兄

は

、

目

中

.両

国

語

以

外

に

.

特

に

日

英

の
同

時

通

訳

を

入

れ

、

外

国

特

派

員

の

便

宜

も

図

り

ま

し

た

,.

(
事

務

局

.長

臼

木

東

洋

∀

(1



1993年6月10日 第280号

第

42
回

通

常

総

会

(
.涯
月

二
十

六
日

ハ水

)

ク

ラ

ブ

宴

会

場

)

社
団
法
人

目
本

記
者

ク

ラ
ブ

の
第
四
十
 
.回
通
常

総
会

は
r皿
H
月
一
一レ
⊥ハ
日
、
山山
唯
叩
法
人
A
ムロ貝
一二
h
川社

、
委

任
法
人

会
員
九
九
社
、
計

ご
.一八
社

の
出
席
を
も

っ
て
成

立

〔定

足
数

七
四
社
V
、
定
款

.
一一.一条

に
よ
り
、
鮫

島

敬

治

理
事

長

が
議
長

と
な
リ
開
催

さ
れ

た
。

一
九
九

.

.年
度
事
業

報
告

〔前

号
既
報

)
、
同

収
支
決
算

な
ら

び
に
剰
余
金
処

分

(別
表
参
照
)
を
理
事

会
案

通
り

貸 借 対 照 表lgg3年31131日 堀 、

承
認

し
た
。
ま
た
、
専

務

理
事

制
採
用
の
た
め
定
款

の

一

部
変

廼
を

決
定
し
た
。

続

い
て
第
レ

一
期
役

口貝
の
選
任

に
移
り
、
役

口員
選

出
委

員
会

の
原

案
通

り
理
事

ニ
レ
七
名
、
監
事
一.一名

を
決

定

し

た
。こ

の
あ
ヒ
新
役
員

に
よ

る
理
事

会
が
大
会
議

室

で

行

わ

れ
、

理
事

長
、
副
理
事

長
、

専
務
理
事
、
各
委

ロ貝
ヘ
ム
委
”貝

長
を

下
記

の
通
り
決

め
た
。

ま

た
総
会

の
席
ヒ
、
九

=
.年
度

H
奉
記
者
ク

ラ
ブ

賞

の

授
賞

式

が
行
わ
れ
、
占

森
義

久
氏

(産
経
)

に
表
彰

状

と

副
賞

、
記
念

の
万
年
筆

が
贈
ら
れ
た
。

第

十

一
期

役

員

9̂3

・
94
年
馨

巌

仙区
脱戦
は

r瓦
月

.レ

」ハ
日

田
%
伽忙

◇
理
事
長

鮫
島

敬
治

日
本
経
済
新
聞
社
専
務
取
締
役

◇
副
理
事
長

松
ド

宗
之

朝
日
新
聞
社
常
務
取
締
役
総
務

・
労
務
担
当

藤
村

邦
苗

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
県
務
取
締
役

◇
専
務
理
事

臼
木

東
洋

日
本
記
計
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

◇
理
事

・
総
務
委
員
長

木
谷

隆
治

共
同
通
信
社
常
務
理
事

◇
理
事

・
会
員
資
格
委
員
長

加
藤

博
久

読
売
新
聞
社
専
務
取
締
役
編
集
局
長

◇
理
事

・
企
画
委
員
長

斎
藤

明

毎
日
新
聞
社
常
務
取
締
役
貌
筆

・
劇
京
本

社
編
集
局
長

◇
理
事

・
会
報
委
員
長

深
川

誠

テ
レ
ビ
東
京
専
務
取
締
役

◇
理
事

・
施
設
運
営
委
員
長

清
原

武
彦

産
経
新
聞
社
常
務
取
締
役
編
集
局
長

◇
理
事

田
口

三
夫

時
事
通
信
社
取
締
役
労
務

・
マ
ス
メ
デ
で

ア
担
当

時
田
健
治
郎

北
海
道
新
聞
社
取
締
役
東
京
支
社
長

佐
藤

毅

中
日
新
聞
社
常
務
取
締
役
編
集
担
当

・
東

京
本
社
編
集
局
長

多
田

昭
重

西
日
本
新
聞
社
東
京
支
杜
長

志
方

敏

一

神
.戸
新
聞
社
取
締
役
東
京
支
社
長

鈴
木

.止

.
一

新
潟
日
報
社
取
締
役
東
京
支
社
.長

緒
方

文
如

南
日
本
新
聞
社
常
務
取
締
役

里

重
光

長
崎
新
聞
社
東
京
支
社
長

(2)
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1992年 度 収支 計算 書

ゴ11992flζ4月1[1

至:1993fr3月31「1

山
田

文
雄

彌
井
新
聞
社
取
締
役
編
集
局
長

中
村

和
夫

H
本
放
送
協
会
理
劇

杉
本

明

東
京
放
送
代
表
取
締
役
専
務

石
川

一
彦

11
本
テ
レ
ビ
放
送
網
取
締
役
報
道
局
長

椿

貞
良

金
国
朝
日
放
送
報
道
局
長
(役
員
蒔
遇
 

木
村

英
生

朝
闘
放
送
報
道
局
長

熊
谷

光
平

札
幌
テ
レ
ビ
放
送
痕
京
芝
社
長

浅
野

修

ロ
本
新
聞
協
会
覧
務
局
長

松
澤

経
入

“
本
民
間
放
送
連
盟
惇
務
理
賢

永
町

敏
昭

口
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
県
務
取
締
役

◇
監
事

藤
原

浩

措
手
H
報
社
取
締
役
痕
京
芝
社
長

長
谷

誠

.

痕
奥
日
報
社
常
務
取
締
役
東
京
芝
社
長

ヒ
坪

隆

R
K
B
毎

11
放
送
東
京
支
社
長

L記 の 通 り 、18.32LI99111の 剰 余 が 生 じ ま した の で 、

ド記 の 通 り そ れ ぞ れ 追 加 計 ト し 、1(1,〔脚 。〔」吐}O円 を 繰 り

越 し ま す 。

ク ラ ブ 賞 績 ¢f`1金 に8,321,199円

退 職 迂哩～備 平責i笠f貞金iこ5,〔10U,O(⊃0「ll

資 産 準 備 積 市:頭 金 に15,〔100,00⑪ 円

増 加 賃 糧 積 亀ヒ預 金 に10漁Ol.LO⑪O円

(3)



1993年6月10日 第280号

臼
本

記

者

ク

ラ

ブ

と

い
え

ぱ
、

長

年

の
間

、

私

に
と

っ
て
究

極

の
新

聞

人
、

マ
ス

コ
ミ
人

の
集

へ
口
体

と

し

て

畏
怖

の
念

を

感

じ

さ

せ
る

存
在

で
し

た
。た

ま

に
そ

の
ク

ラ
ブ

の
ラ
ウ

ン
ジ

に
入

る
と

、

大

手

各

社

の
長

老

た

ち

が
威

厳

を

溜侭
わ

せ
な

が

ら
、

泰

然

と

碁

を
打

つ
と

い
う

よ

う
な

光

景

が
あ

っ
て
、

わ

が
彦

.

.才

ぶ
り
を

改

め
て
n

覚

さ

せ

・b
れ
る

と

い
う

の

が
常

で
し

た
。

記
者

歴

を

一一.十

年

ほ
ど
重

ね

た

い
ま

で
も

、

日
本

記
昔

ク

ラ

ブ

が
放

つ
正

統

派

エ
ス

タ
ブ

リ

ッ
シ

ュ
メ

ン
ト

ふ

う

の
光

彩

は

な

ん
ヒ

な
く

眩

し
す

ぎ

、

恐

れ

多

い
と

い
う

私

の
反
応

は
ワて
う

変
わ

り
ま

せ
ん

。

◇1993年 度 日本記者 クラブ賞◇

 

そ
ん
な
権

威
あ
る
組
織
か
ら

の
賞

を

い
た
だ
く

の
で
す
か
ら
.
感

激
と

栄
誉

の
念

は
こ
と
さ
ら
で
す
。

受
賞

の
理
由
は

「
こ
こ
数
年

の
枇

界

の
大
変
動

を
幅
広
く
取
材
し
、
多

角
的
、
実
証
的
に
報
道
」
し
た

こ
と

な

ど

と

さ

れ

て

い
ま

す
。

「
幅

広

く
」

と

い
え
ぱ
た
し
か
に
、
わ

が
産

経
新

聞
は
私

に
じ

つ
に
ふ
ん
だ
ん
な

国

際
報

道

の
機

会

を
与

え

て
く

れ

ま

し
た
、

ロ
ン
ド

ン
や

ワ

シ

ン
ト

ン
を

拠

点

に
、
共

産

・王
…義
体

制

の
崩

れ

た

東

欧

諸

国
、

統

一
を

迎

え
た
ド

イ

ッ
、

激

動

の
カ

ン
ボ

ジ
ア

や

ベ
ト

ナ

ム
、

そ

し
て
内

戦

の
ア

ン
ゴ
ラ
ま

で

…

…
第

一
線

の
風

や

.出附
や

銃
火
、

人

の
自
心
吹

に
身
を

さ

ら
す

報

道
活
動

に
ロ取
～
u
心

第嘩 麗 活勲

1鱒難i購壌

古森 義久

(醗 肱1》

 

を

は
ず

ま

せ

る
入

間

に
と

っ
て

は

、

な

ん
と
も

あ

り

が

た

い
こ
と

で

し

た
。

こ
の
賞

の
歴

史

を

み
る

と
、

格

調

の
高

い
名

文

コ
ラ

ム
と
か
、

文

明

論

に
通
じ

る

深

遠

な

連
載

企

画

の
書

き

r
、

語

り
予

に
栄

が
ワ

え

ら

れ

た

と

い
う

ケ
ー

ス

が

ほ

と
ん
ど

の
よ

う

で

す
。

外

国

駐
在

の

現
役

.記
者

、

あ

る

い
は

ニ

ュ
ー

ス
報

道
記
者

の
受

賞

と

い
う
例

は

少

な

い
よ
う

で
す

.

私
・目
身

、

ア

メ

リ
カ
駐

在

.記

者

ヒ

い
う
、

た

と

え

ベ

タ
扱

い
で
も

ニ

ュ

ー

ス
.記

事

を

詐

か

ね

ば
な

ら

な

い
、

か

つ
書

く

こ
と

の

で
き

る
吃

場

に
あ

り
な

が
ら

、

こ
う

し

た
賞

を

い
た

だ

け
る

こ
と

は

、

光

栄

で
す

。

こ
れ

も

国
際

ニ

ュ
ー

ス
報

道

の
比

弔

が

超

ス

ピ

ー
ド

で

大

き

く

な

っ
て
き

た

こ

と

の
反

映

な

の
で

し

ょ
う

か
。

し

か

し

今

回

の
受
賞

は
、

私

に
と

っ
て
大

き

な
驚

き

で
も
あ

り
ま

し
た
.

n
本

の

マ

ス
メ

デ

ィ
ア

の
.止
統

派

エ

ス
タ

ブ

リ

ッ
シ

ュ
メ

ン
ト

ふ

う

の
さ

ま

ざ

ま

な

部

分

に
対

し

て
、

長

年

に

わ
た

り
遠

慮

の
な

い
憎

ま

れ

口
を

さ

ん
ざ

ん

き

い
て
き

た

か

ら

で

す

.

い
ま

か

ら

二
卜

一
年

前

、

私

は
初

め

て

の

海

外

勤

務

で

戦

火

の

南

ベ

ト

ナ

ム

に

赴

任

し

て

、

大

変

な

シ

」

ッ

ク

を

経

験

し

ま

し

た

,

目

本

の

新

聞

で

読

ん

で

い

た

こ

と

と

、

ベ

ト

ナ

ム

の

現

地

で

目

に

し

.封

に

す

る

実

情

ヒ

が

あ

ま

り

に

違

っ
た

か

ら

で

す

、

こ

の

体

験

が

11

本

の

マ

ス

コ

ミ

へ

の

不

信

や

隈

疑

の

出

発

点

と

な

り

ま

し

た

.

も

ち

ろ

ん

自

.分

も

そ

の

マ

ス

コ

ミ

の

一
員

で

す

か

ら

、

自

戒

や

n

省

{.」
も

あ

り

ま

し

た

。

新

聞

も

大

き

な

ミ

ス

を

お

か

し

う

る

の

だ

ヒ

認

識

し

、

以

来

、

率

直

な

批

判

や

反

省

を

表

明

し

て

き

ま

し

た

。

そ

の

表

明

は

と

き

に

は

、

口

本

記

者

ク

ラ

ブ

に

象

徴

さ

れ

る

エ

ス

タ

ブ

リ

ッ

シ

ュ

メ

ン

ト

・
プ

レ

ス

へ

の

不

遜

な

.悪

ロ

雑

一、.日
ヒ

し

て

受

け

ヒ

ら

れ

た

こ

と

で

し

、幽
う

。

そ

ん

な

私

を

許

し

て

く

だ

さ

リ

、

賞

を

く

だ

さ

っ
た

こ

と

に

改

め

て

お

礼

を

申

し

あ

げ

ま

す

.

二
・』
り

よ

し
ひ
さ
氏

東
h犠
都

出

身
、

L
.
.

歳

、
晦

応

大
学
鮮

済
学
部

阜

.
扉

11

新
聞

を
経

て
、

・へ
」し
年
瀞哩
経

漸
…四
へ
.、
尾

ル
干
.
.月

か
ら

ワ
シ

ン
ト

ン
乏

局
、長
.
筈
辞

に

一,1ー

ボ
は

な
ぜ

魂

難

さ

札
る

の
か
L
.遥

か
な

二

、.
ホ

ン
㌦

ヨ
.
.

ロ

、

バ
の
戦
略

思
魏
ご

脚

界

は

変

わ
る

一、.U
S

A
報

告

一
な

ビ

.

(・1>
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会 員 懇 親 会

あ い さつ す る鮫 島 理'}映 げ1ヨ.ヒにこ陥1則 寧 最

5月2β 日'}'・後5時 半 か ら ク ラブ 宴 会 場 で.

.会員 懇 親 会 か 開 か れ た
,会 の 前 に 行 わ れ 、.♪こ

理 「ll.会で 弗il期 ソ)理 事 長 、 副 理L狂 長 に 再1畳

:き才した 魚受」筒F萄気汀r、 根}ド 才三,.三ニソ)1山jJ疋力でま ずギあ

い さ つ(藤.村 『副 理.雰i乏 は 所・川 で』クく席) ㌧ 新

設 グ痔.務 理 頻 こ臼 イく事 務 局 長 力糠 務 て諒t任

Lオここ と も.軽:鱈㌧さ オし此こ。

・jlき親iき 、 木 年 度 の ク ラ フ『賞 受 賞 者 、 占

.森義 久 氏 が 会 .員に 紹 介 さ れ 、 温 か い 配 福 を

・受・{ナ六こ
.,

Ilゴ森 氏 は こ の 日 の た.ダ)に ワ シ ン トン か ら

・時 帰 国
.)し 輩 や 同 僚 、 ま た ベ トナ ム 、 ロ

ン ドン ヰ芋fllミ員H:与・rkニプ)「[111朗を』lilμ二.・芝t㌃ゾ):≒:

び を 次 の よ う に 述 べ た....

「現 役 特 派 眞 の 受't」℃は 初 の て ヒ う か が ・一.,

た ⊆ 国 際 報 道 の 」'ヒ.塁五が た き くな㌧.・た 反 映 だ

と思、う,,撮 道 グ)第.一・線 で.,現 場 に い られ れ

ば 楽 しい.ヒ思 っ てf.i.:'唇を し て き た も ン「.)とし.

て 、 今1[11の`愛賞 は ヒて も.)2Lし.(、 励 、み に

な る 」

こ れ ま でツ).ク ラ ブ 賞 受 賞 呂「の 方 も1多数 顔

を 兄せ 、 総 会 記 念 講 帥 の'}烈1郁 夫 氏 も加1わ

り、 に ぎ や か な 歓 談 が 続 い た 、:

1㌧森 氏 を 囲 ん.で.1・ 笥1畳封 ・li.1.こ会 員19前L曳.ク う.ノ「.i」レ.之賞 ・

ノ1=1二 家 城 弥 一ril:7ラrノ.rを.擢 ザ1委 員 」く[ .台か ら2尺 目 〕

鮫 島 」Ψ'卜 三く 世=・ 産 紙 外 儲i洪,瀞;1・ 同 捌 紹1,}1.之

;ト1ク、で星FFど幽ヒ享三`ヤ画:k軋.'1.ゐ.r..脚}

ア.以 力 特 製 の1:・.1理を.1」1.r.に 川rlが1;.F'し 」と己.ε1;薄:」i[「;冴卜「…「1「_マ.)圏 「IIIイi…}3く1受1:イ ゴ〕`F1,IFギ}「 ♪1～:}5.ノ寵⊃'}

ll言1勲 ・川l!1,

(5:}
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轡

い
た
話

書

か
な
か

っ
た
話

フ
ォ
ー
ブ

ス
の
宣

伝

大
作

戦

岡

孝

四
十
年

の
海
外
特
派
員
生
活
を

振
り

返

っ
て
、
今

一
番
懐
し
く
思

い
出

さ
れ

る
の
は

ベ
ト
ナ

ム
戦
争

で
も
な

く
、
パ

リ
、

ロ
ン
ド

ン
で
過
ご
し
た

八
年

間

で

も
な

い
。

郡
小
平
の
経
済
改
革

が
や

っ

と
芽
を

出
し
始
め
た

一
九

七
兀

年

か
ら

八
四
年
ま

で
の
中
国

で
あ

る
。

中
国

経
済

の
近
代
化
を
ど

う
と

ら
え

る
か
は
人

に
よ

っ
て

い
ろ

い
ろ
あ

る
。

し
か
し

、

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ

ィ
ア
で
働

い
て

い
た
私

に
と

っ
て
特

に
印
象

に
残

っ
て

い
る

の
は
、
社
会
主
義

を
守

り
な

が
ら
資

本
主
義
的
市
場
経
済

を

取
り
入

れ
た

い
と
願
う
中
国

の
指
導

者

と
、
欧

米
や
H
本

か
ら
や

っ
て
く
る
大
小

さ
ま

ざ
ま
な

企
業

の
経
営
者
と

の
出
会

い
で

あ

っ
た
。

中

国

の
開
放
政
策

に
応

じ

て
か
、
十

億

の
民

を
擁
す

る
大
市
場

の
開
拓
を
夢

見
て

か
、
あ
る

い
は

マ
ル

コ

・
ポ

ー

ロ

の
旅
行

記

に
魅
せ
ら
れ
て
か

、
理
由
は

さ
ま

ざ
ま

だ
が
、
日
本
は
護

う

に
及
ば

ず
、

欧
米

か
ら
も
政
治
家
や

企
業
家
が

続

々
と
訪
中
し
た
。

ニ
ク

ソ
ン
元
大
統
領
を

は
じ
め
、
カ

ー
タ
ー

元
大
統
領
、
企
業
家

ロ

ッ
ク
フ

ェ
ラ
ー

、
石
油
会
社
会
長

の

ア
ー

マ
ン

ド

・
ハ
マ
ー
な
ど
枚
挙

に

い
と
ま

が
な

い
ほ
ど

で
あ
る
。

郡

小

平
路
線
始

ま

る
中

国

へ

そ

の
数

々
の
名
上

の
な

か

で
、
特
に

大
物

と

は

い
え
な
か

っ
た
が
今

で
も
私

の
記
憶

に
残

っ
て
い
る

の
は
、

三
年
前

に

故

人

と

な

っ
た
、

ア

メ

リ

カ

の
ビ

ジ
ネ

ス
誌

フ

ォ
ー

プ

ス
の

オ

ー

ナ

ー
、

マ
ル

コ

ム

・
フ

ォ
ー

プ

ス
で

あ

る
。

当

時

、

北

京

に
は

自

動

車

は
少

な
く

,

自

転

車

が
道

路

に
あ

ふ
れ

て

い
た
。
青

い
粗

末

な

木

綿

の
中

山

服

に
帽

子
を
ま

深

く

か

ぶ

っ
た
自

転

車

姿

か

ら

は
、
男

女

の
区

別

が

つ
か
な

い
。

こ

の
異
様
な

風

景

を

ル

・
モ

ン
ド

紙

の
記

者

ロ
ベ
ー

ル

・
ギ

ラ

ン
は

『
青

い
蟻

』

と

い
う

記

事

で

紹

介

し

て

い

る
。ま

た
、

街
角

で

み

か

ん

を

買

い
、
皮

を

む

き

な

が
ら
歩

い
て

行

く

人

を
見

か

け

る

と
、

老
婆

が

そ

の
後

か

ら

つ

い
て

行

き

皮

を

拾

っ
て

い
く

。

お
役

所
は
果

物

の
皮

を

捨
て
な

い
よ

う

に
と

、
グ

オ

ピ

ー

(果

皮

V
箱
な

る

も

の
を

所

々
に

設

置

は

し

て

い
た

が

、

あ

ま

り
役

に
蹉

っ
て

い
な

い
。
老
婆

は

馬

糞

も

拾
う
。

み

か

ん

の
皮
は
漢
方

薬

、

馬

糞

は
肥
料

に
す

る

た

め

に
。

し

か

し
、

人

々
は
貧

し
く

て
も
道
端
に
花
を

植
え
、
道
行
く

人

の
心
を
楽
し
ま

せ

て
く
れ
た
。

私

が
北
京

に
赴
任
し
た

の
は
七
几

年

1,

【
月
で
、
郡
小
平
路
線

が
軌
道

に
乗

り
か
か

っ
て

い
た
。
と

は

い
え
、
毛

沢

東

は
依
然
、
救
世
主

と
し
て
神
の
ご
と

く
崇

め
ら
れ
、
毛
沢
東

か
ら
全
幅

の
信

頼

を
得
て

い
た
華
国
鋒

が
総
理
で
、
保

守

派
は
権
力

の
座

に
し
が
み

つ
い
て

い

た
。
し
か
し
華
国
鋒

は
経
済
政
策

に
決

定

打
を
欠
き
、
都
小

平
輩
ド
の
党

政
府

着
手
幹
部
か
ら

の
攻

勢

に
、
た
じ
た
じ

と
な

り

]
歩

一
歩
後

退
し

て
い
っ
た
。

毛

沢
東
の
唱
え
る
平
等
主
義

に
対
し

て
、

郡
小
平

は
先

富

主

義
を

吹
聴

し

た
。
大
衆
が

い
つ
ま

で
も
貧
し

い
.平
等

・丑
義

よ
り
も
、
先
に
金
持
ち

に
な
る
者

が
出
て
、
そ
の
冨
が
後

に

つ
づ
く
大
衆

を

潤
す

こ
と
に
な
れ

ば
そ
れ

で
良

い
で

は
な

い
か
、
と
い
う

の
が
先
富
羊
義

の

思
想
だ

っ
た
。

そ

の
貧
し
く
質
素
な

八
〇
年
代
初
期

の
中

国

に
、
な

ぜ

か
欧

米

や
日
本

か

ら
、
多
く
の
実
業
界

の
お
歴

々
が
我
も

我
も
と
押
し
寄
せ
た

の
で
あ
る
。
普
段

は
、
外
國
出
張
を
面

倒
く
さ
が

っ
て
部

(6)
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F

に
代

行

さ

せ

る
社

長
や

会

長

連

も

、

話

が
中

国

の

こ

と

と

な

る

と

、

必

ず

「自

分

が

行

く

」
と

い
う

。

な

ぜ
彼

ら

が

そ
う

し

た

の
か

、
私

に
は

へ
「
で
も

.不

可

解
だ

が
、
マ
ル

コ
ム
・
フ
ォ
ー

ブ

ス
も

そ

の
お

偉

方

の

一
人

で
あ

っ
た
。

気

球

と

六

台

の

ハ
ー

レ

ー

フ
ォ
ー

プ

ス
に

つ

い
て
特

筆

す

べ
き

は
、

フ

ォ

ー

ブ

ス
社

の
オ

ー
ナ

ー

と

し

て
経

営

に

手
腕

を

振
う

か

た

わ

ら

、

自

ら

の
八

生

を

大

い
に
楽

し

ん

だ

こ
と

で

お

か

た

か

し

会

員

.
几

∴

閏

年

東

h駄
生
.

ま

ム札

」“
.教

大

呂～
四粁
済

鴻ヂ
部

幽竿

パ
ー

,ハ
ー

ド

大

学

修

・に

西

四
年

ク

リ

ス
チ

加、
ン

7
サ

イ

ェ

ン

ス

・
モ

ニ
タ

ー

入
制

香

港

・
サ

イ

ゴ

ン

・
モ

ス

ク

ワ

・
パ

リ

・
ロ

ン
ド

ン

・
北

京

・
衷

京

・
ワ

シ

ン
ト

ン
各

特

派

員

そ

の

間

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

・
タ
イ

ム
ズ

東

京

芝

局

.長

ニ

ュ
ー

ズ

ウ

イ

ー

ク

開
本

版

編

集

艮

現

在

タ
イ

ム

日
本

版

紹

巣

長

あ

る

。

派

予

好
き

だ

っ
た

フ

ォ
ー

プ

ス

は
常

に
美

女

を
は

べ
ら

せ

、

時

に

は
ナ

イ

ト

・
ク

ラ

ブ

に

エ
リ

ザ

ベ

ス

・
テ
イ

ラ
ー

を

伴

っ
た
り

し

た

こ
と

も

あ

る
。

趣

味

で

バ
イ

ク
を
乗

り
始

め

、
気

球

の

操

縦

も

た

し
な

ん

だ

の
は

四

十

歳

を

過

ぎ

て
か

ら

だ

っ
た
.

そ

ん

な

フ

ォ
ー
ブ

ス
だ

か

ら
、

中

国

へ
の
乗

リ

込

み
方
も

奇
抜

な

も

の
だ

っ
た

。

フ

ォ

ー

ブ

ス
は

趣

味

の

気

球

一
個

と

ハ
ー

レ

ー

ダ

ビ

ッ
ド

ソ

ン
六

ム
ロ
を

持

ち

込

ん

だ

の
で
あ

る
。

気

球

に
は
、

O
>
て
一
、【、〉
[」
㏄
、一,
↓
O
O
ダ

閃
O
勾
ロσ
国
ω

と
大

書

し

、

ハ
ー

レ

ー

ダ

ビ

ッ
ド

ソ

ン

に
9
u
赤

い

ワ

ッ
ペ

ン
に
同

じ
{
見
伝

文
句

を

つ
け

、

息

子

二
匿

を
伴

い
、

北

京

か

ら
革

命

の
聖

地
、

延

安
ま

で

の

パ

レ
ー

ド
を

計

画

し

た
。

し

か
し

.再

一.一
の
交

渉

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

北

京

か

ら

四

十
キ

ロ
以

内

の
走

行

し

か

許

さ

れ

な

か

っ

た
.計

画

を

変

更
し

、

延
安

か

ら

西

安

ま

で

の
通

行

許

可
を

と

り
、

が
た

が

た
道

を

行

く

六
台

の

ハ
ー

レ
ー

ダ

ビ

ッ
ド

ソ

ン
を

ビ

デ

オ

カ

メ
ラ

に
収

録

し

た

。

フ

ォ
!

プ

ス
は
自

動
車

よ

り
も

道

路

の
衝

撃

を

敏

感

に
感

じ
と

る

ハ
ー

レ
ー

ダ

ビ

ッ
ド

ソ

ン
で
、

が
た

が
た

道

の
感

触
を

堪
能

し

た
と

い
う

。

欧

米

人

な

ど

め

っ

た

に
通

ら
な

い
村

々
を

パ

レ

ー
ド

し

た

こ
と

で

、
宣

伝
効

果

が

充

分

に
LL
が

っ

た

こ
と

は
.. ∵
つ
ま

で
も

な

い
。

そ

の
E

で
、

ハ
ー

レ
ー

ダ
ビ

ッ
ド

ソ

ン
は

-Ψ
国

に
寄

贈

し

た
。

気

球

は

北

京

と

西

・安

で

打

ち

ヒ

げ

た
。

.両

市

と

も
郊

外

に

軍
事

基

地

が
あ

っ
た

た

め
気

球

の
自

山

な

飛

行

は

許
さ

れ
ず

、

”
綱

付

き

み

と

い
う

条

件

で
や

っ
と

許

可

が
ド

リ
た

。

北

京

で
は

当
局

の
指

、小
通

り
に

お
と

な

し

く

振

る

ま

っ

た

フ

ォ

ー
プ

ス
に
安

心
し

て

、
山
T
国

側

は
西

安

で
も
何
事

も

起

こ

る

ま

い
と
タ

カ
を

く

く

っ
て

い
た

。

と

こ

ろ

が
、

フ

ォ
ー

ブ

ス

は

L

空

高

く

舞

い
L

が

る

と

、

勝

手

に

綱

を

切

っ
て

し

ま

っ
た
。

中

国

側

は
慌

て
て

..ζ
「
・
閃
o
「
σ
窃

.
0
9
5
0
σ
餌
∩
ズ
..と

ド

か

ら

叫

ん

だ

が
、

フ

ォ
ー

プ

ス

は
当

局

の

心

配

を

よ

そ

に
、

し

ば

し

西

安

の
空

を

楽

し

ん

だ
。

機
嫌

を

損

ね

て

は

い
け
な

い
と

ガ

ス
を

抜

い
て

下

り

て

来

る

と

、

中

国

の
将

軍

が
閻
魔

さ

ま

の
よ

う
な

怖

い
顔

で
近

づ

い
て
き
た

。
フ

ォ
ー
ブ

ス
は

す

か
さ

ず
手
を

差

し

の
べ
て
、
.自

o
≦

島
o

く
C
=
費
㌔

一
居
ヨ

ン
臼
巴
〔
O
ヨ

閃
O
「
び
Φ
軌
.と

握
手

を

求

め
た
。
先
手

を

取
ら

れ
た
将
軍

が

呆
気

に
取

ら

れ

て

い
る

う
ち

に
こ
と

は
運

び
,
お
と
が
め

は
な

か

っ
た
と

い
う
。

こ
れ

は
後

日
、

フ

す
ー

ブ

ス
が
北
h駄

で

記
者

会

兄

に
臨

ん

だ
時

の
話

だ

が
、

記
者

の

「
ア
ド

ベ

ン
チ

ャ
ー
を
楽

し

ま

れ

た
レ
小
う

だ

が
、

七八
球

と

ハ
ー

レ
ー

ダ

ビ

ッ
ド

ソ

ン
は
必

.要
経

費

と
し

て
所

得

か

ら
差

し

引

い
て
、

ア

メ

リ
カ

の
税

務

署

に
申

告
す

る

お

つ
も

り

で
す

か
」

と

の
質

問

に
、

「
も

ち

ろ

ん

だ
よ
。

ビ

ジ

ネ

ス
を

し

な

が
ら

楽

し

ん

じ

ゃ

い
け

な

い
、

と

い
う
法

律

は

ど

こ
に
も
な

い
は

ず

だ

ろ

う

」

と
、

居

並

ぶ
記

者
を

煙

に

ま

い
た

..

A
ー
の
中

国

で

は

先

肯
甲
E
義

が
…徹
底

し

、

申

、

ホ

テ

ル
、

レ

ス
ト

ラ

ン
も
高

級

化

し

た
。

フ
ォ
ー

プ

ス

が
今

の
中
国

を

見

た

な

ら
ば

、

目

を

丸

く
す

る

こ
と

だ

ろ

う

。

天
国

か

ら

中

国

を
再

訪

問
す

る

よ

う

な

こ
と

が
あ

れ

ば

、
き

っ
と
人

の
意
表

を

つ
く

こ
と

を

一
つ
や
二

つ
用

意

し

て

来

る

こ
と

だ

ろ

う

。
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イ

ン

マ
ル
サ

ッ
ト

と

い
う
現
代

-王
ハ

器

が
な

い
こ
と

が

頭
痛

の
タ
ネ

だ

っ

た
.

応
援

の
杜

会

部

特

派
員
は

、
国

道
一.買
ヴ
線

の
百

キ

ロ
の
道
を
自

衛

隊

施
設

部
隊

の

い
る

タ

ケ
オ
ま

で
毎

目

往
復

し

た
.

ボ

ル

・
ボ

ト

派

が
自

衛
隊
基

地

を

襲
う

こ
と
は

ま

ず

な

い
だ
ろ
う

が
、

日
本

の
選
挙

監

視

員

が
全
員

タ

ケ
オ

州

内

に
配
置

さ

れ

る

こ
と

に
な

り
、

タ

ケ
オ
取
材

の

比

市

が
増
し
た

。

自
衛

隊

の
お

か

げ

で
道

は
か
な

り

よ

く

な

っ
た

が
、

ま

だ
ま

だ
悪

路

で

あ

る
。

フ
ノ

ン

ベ

ン

の
安
宿

で
朝

五

時

起

き
。

ラ

ン
ド

ク

ル
ー
ザ
ー

で
、

時

速

百

キ

ロ

で

飛

ば

し
約

一
時

間

半

。H
照

り

の
中

、

走

り
同

っ
て
早
版

の
締

め

切
り

ぎ

り

ぎ

ーー
に
ブ

ノ

ン

ヘ

ン
の
支
局

に
帰

り

、

ワ
ー
プ

ロ
に
向

か
う

と
、
大

抵

の
入

な

ら
も

う

ぐ

つ

た

り
だ
。

カ

ン
ボ

ジ
ア

は

、

プ

ノ

ン
ペ

ン
を

】
歩

出
た

ら

肖迎
信
旧手

段

が
な

い
.
口取

近

タ
イ

の
会

社

が

、

.西
部

の
シ

エ
ム

リ

エ
プ

で
携

帯

電

話

の
サ
ー

ビ

ス
を

始

め
た

が
、

こ

れ

は

例
外
.

州
都

と

は

い

っ
て
も

タ

ケ

オ

は
ま
だ

へ
き

地

同
然

だ
。

も

し

イ

ン

マ
ル
の
受

話

器

を

と

っ
て
、

イ

ン
ド
洋

の
衛

早

に

一

声

か
け

ら
れ

れ

ば

、
原

稿

で
あ

れ

写

真

で
あ

れ
、

即

刻

東
京

に
著

く

。

「竹

ヤ

リ

戦

争

で
す

か
ね
」

と
若

い
祉
会
部

員

は

笑

っ
た
、

し
か

し

、

彼

は
あ

た

か

も

飛

脚

の
よ

う

に
往

復

し
て

近
代

兵

器

に
対

抗
し

、

い

い
.記

肇

を
書

い
た

。

ロ
ン
ノ

ル
時

代

.

多
く

の
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

が
二

号

線

で
殺
さ
れ

た
。

ん

ぽ

に
落

ち

て
、

頭

に

コ
プ

が

で
き

た
。

夜

間
、

筆

者

の
車

も

危
う

く

放

置
車

に
追

突

し

そ

う

に
な

っ
た

こ

と

も
あ

る
、、

「
防

弾

チ

ョ

ッ
キ

を

現

地

で

調

達

し

て

ほ
し

い
」
ヒ

の
指
.小
が
ヒ

司

か

ら

あ

っ
た

が

、

「
安

全

な

と

こ

ろ

で

仕
事

す

る

の

で
必

.要
あ

り
ま

せ

ん

」

と

い
う

の
が

筆

者

の
考
え

だ
。

ホ

ル

・
ボ

ト

派

の

ロ
ケ

ッ
ト

砲

も

怖

い
が
、

も

っ
と

怖

い
の
は
、

例

え

タ
ケ
オ
ま
で
飛
脚
の
毎

日草

野

靖

夫

当
畔

は

ク

メ

ー

ル

・
ル
ー

ジ

ュ
の
南

西
部

司
令

官

だ

っ
た

タ

モ

ッ
ク

将

軍

が
待

ち
構

え

て

い
た
。

総

選
挙

が

迫

る

と
、

ボ

ル

・
ボ

ト

派

が
南

酉
部

に

手

を
伸

ば
し

、

タ

ケ

オ
以

南

の

三

号

線

が

】
時
占

拠

さ

れ

た

が
、

タ

ケ

オ

北

部

は
夜
間

に
強

盗

が
出

る

程
度

で

、

そ

れ
ほ
ど

危

険

で

は
な

い
。

危

険

な

の
は
む
し

ろ

単

純

な
交

通
事

故

だ

。

応
援

の
香

港

特

派

員

は
、

ラ

ン
ド

ク

ル
ー

ザ
ー

ご
と

田

ば

(日
本

入

に
比

べ
る
レ
一)
安

い
賃

金

で
雇

っ
て

い
る

運
転

f

や

カ

ン
ボ

ジ

ア
八

の
助

手

や

、
情

報
源

に

し

て

い
る

ベ
ト

ナ

ム
入

ら
と

の

コ
ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

が
欠

け
、

い

つ
も

締

め

切
り

時

間

に
追

わ

れ

る
わ

れ
わ

れ

の

仕
事

の
手

順

や

判

断

に
狂

い
が
生

じ

る
よ

う

な
場

合

だ

。

イ

ン

マ
ル
や

防

弾

チ

ョ

ッ
キ

が

あ

れ
ば

、

な

ま

な

ま

し

い
写
真

や

ル
ポ

が
送

れ

る

の

か

も

し

れ
な

い
。

UNTAC婁}i」Ll餌 ・か ら ・愛:ナ 予、与ち ナ生票li斤の 弓芒星{

を ・受:十 る 選 肇 監 視 員 〔5.19ク ケ オ}

 

だ

が

「
.二
十

年

戦
争

」

の
背

後

の

動

き
を

伝

え

る

方

法

は
、

い
く

ら

で

も
あ

る

。
戦

争

も

そ
う

だ

が
、

現
代

兵
器

に
た

よ

っ
て

い
る
と
、

大

切

な

も

の
を

見

逃

す

恐

れ

が
あ

る
。

さ

て
、
ボ

ル

・
ポ

ト
派

の
妨

害

も

.r
想

外

に
散

発

的

で
、
異
、例

の
高

投

票
率

を

実

現

さ

せ

た
総
選

挙
。

開

票

は

ニ

レ

兀

日

か

ら

一
斉

に

始

ま

っ

た
.、
が
、

カ

ン
ボ

ジ
ア
国

民

が

「
.平

和
」

を

託

し

た
選

挙

後

の
政

界

の
先

行
き

は
.不
透

明
.】
ま

だ
ま

だ

緊

張

の

毎

H

が
続

く

。

く
さ
の

や
す
お
氏

一
瓦
六
六
年
毎
H
新
聞

・へ
社

ジ
ャ
カ
ル
ク

マ
ニ
ラ
各
一粋
円漏
…昌
ハ

外

偏
部
副
部
員
を
経
て

此
⊃
年
か
ら
バ
ン
コ
ク

芝
局
長
凍
フ
ノ
ン
ヘ
ン
臨
時
だ
局
長

(8)
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「
ノ

ッ

ト

ギ

ル

テ

、
,
1

(
無

罪

ご
.
菖

記
官

が

読

み
」

げ
た

.評
決

を

判
嘱

が

ト

.

.入

の
陪

審

鼓

.
人

.

入

に
確
認
を

求

め

る

が
、

全
員

「
イ

エ
ス
」

目
本

八

剛
田
学

生
、
服

部

剛

丈

君
を
射

殺

し

た

ロ
ド

ニ
ー

・
ピ

ア

ー
ズ
氏

に
対

す

る

評
決

は
.圧
月

.
一

卜

一.百

、

米

ル
イ

ジ

ア

ナ
川

バ
ト

ン

ル
ー
ジ

噌」
の
裁

判

り所

で
翁
目只

.
致

で

無

罪
ヒ
.ト
さ
れ

た

、

廷
内

㎡.・
は

一
瞬

の

静
寂

の
後
、

傍

聴

席

か

ら
拍

手

レ
一歓

声

が
あ

が

っ

た

、
.止
当

防
衛

と

認

め

ら
れ

た
ヒ

は

い
え
、
何

の
悪

意

も

持

た
な

か

り
た

一
人

の
少
年

の
死

に

対

し
、
あ
ま

り

に
も

心
な

い
仕

打

ち

で
は
な

い
か
ヒ

の

田
心
い
が

胸
 キ
曽よ

ぎ
、
っ
人κ
.

評
決
直
後

に
街

角

で
市

民

の
声

を

聞

く
ヒ
、

「
事

件

は

悲

劇

だ

が
、
評

決

は

直
し

い
」

↑
ハ
ト
ー歳

代

の
・久
性

)
、

「夜

中

に
兄

」川
ら

ぬ

八

が
来
た
ら

w
ス

ト

ワ
フ

.
と
警

告

す

る
。

そ
れ

で
も

止

ま

ら
な

け
れ

ば

撃
・つ
し
か
な

い
」

(
.
一十
代

半

ば

の
男

性

)
な

ど
評
決

を

支

持
す

る
声

が
.圧

倒

的

.

陥
審
員

の

.
人

は
翌

ロ
、

地

.兀
テ

レ
ビ

に
対

し

「
(約

..一時

間

の
)
審

議

の
過
程

で
始

め

か
ら
全
員

の
意

見

は
無

罪

で

.
致

し

て

い

た

」

こ

と

を

明

ら

か

に

し

て

お

り

、
無

罪

、評

決

に

な

る

と

し

て

も

、

多

少

の

.反

対

意

兄

は

出

る

と

期

待

し

た

・目

分

の

認

識

が

什

か

っ
た

こ

と

を

」.掬
惑

し

へ
二

雫

F
層

ノ

陪

審

は
意

図

的

に

か

た
よ

っ
て
選

ば

れ
た
わ

け

'.」
は

な

い
..
陪
審
勤

務

は
国

民

の
義

務

..
陪

審

員

候
補

は
選

挙

人
名
簿

か

ら

無

作

為

に
抽
出

さ

れ

た
.

そ

の
中

か

ら

ま
ず

約

.
一百

人

が

裁

判
所

に
呼

び

出

さ

れ

.
上・、
ら
に
抽

活

で
抱

く

不

安

が

ど

れ
ほ
ビ
大

き

な

も

の
で
あ

る

か

を

.小
し
て
お

り
、

そ

の
-尺
キ
、盈
、
は
わ

れ

わ

れ

の
相
心
像

ヰ
}は

る
か

に
超

え

る

も

の
だ

っ
た
。

レ

し

日
か

ら

始

ま

っ
た
公
判

に
た

挙
し

げ
、詰

め

か

け

た

日
本

の
搬

道

陣

は
、

地
.ル
の
人

々
夕
坤驚

か
せ
た

,

ほ

ぽ
日
常

的

に
起

き

て

い
る
銃

に
よ

る

殺
害
事

件

の

一

つ
と

と

ら
え
て

い
る

米
国

の

マ
ス

フ

ミ

に
と

っ
て
、

日
底
・

の

マ
ス

コ
こ
・
の

.反

し応
は
.r
相
心
外

..
「
六
・

痛
切

に
感
じ
た
異
質
の
社
会

川

上

隆

市

選

で
四
11
八

入

が

選

ば

れ
、
検

察

、

-、升
護

双
方

の
忌

避

権

行

使

を
経

て
、

最

終

的

に
十

二

人

と

な

っ
た
.

こ
の

-甲
に
は
黒
人

女

陀

二
入

も

含
ま

れ

て

い
る
..

「
草

の
恨

」
の

声

を

反
映
す
る
陪
審

が
、
「
犯
罪

の
不

安

に

お

び
え
る
善

良

な

市

民

が
家

族

と

自

.分
白
身

を
守

る

た

め

、
や
む
を

得

ず

発

砲
し
た

.小
,当

防

衛
」
と

の
弁

護

側

㌔k
張
を
受

け

入

れ

た

;
と

は
、

.
般

市

民

が
日
常

生

ぜ

口
本

人

は

こ

の
雰

件
を

そ
ん

な

に

騒
ぐ

の
か
」

(
地

,兀
紙

記
者

〕
と

の
疑

問

か
ら
、

N

B

C

な

ビ

..天

ネ

ヴ
ト

は

口
木

氏

取

材

陣

を

捕
ま

え
て

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー
、

そ

の
映

像

は
金
米

に
中

継

さ

れ
た
.

こ

れ

に
促
さ

れ
て

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

・
タ
イ

ム
ズ
、

ワ

シ

ン

ト

ン

・
ホ

ス
ト

な

ど
大

ヂ

紙

の
記

若

も
現

地
入

り

。

二

」
ー

ヨ
ー

ク

・
タ
イ

ム
ズ

紙

は

社

説

で
無
罪

評

決

を

批

判

し
、

市

民

が

安

易

に

銃

に

頼

る

米

国

の

「
銃

社

会

」

の

現

状

に

警

鐘

.を

鳴

ら

し

た

が

、

こ

の

よ

う

な

意

兄

は

ま

だ

少

数

,辱

,

米

愚

去

疹

卍

.

.条

よ

「
自

11

団

層噛̀

'
」
「冒
5
f

,
,

ー

ー

家

の

安

全

に

ヒ

っ

て

統

制

さ

れ

た

民

兵

が

必

、要

で

あ

り

、

八

民

が

武

器

を

所

有

、

携

帯

す

る

権

利

は

侵

し

て

は

な

ら

な

い

」

と

う

た

っ
て

い

る

、、

同

じ

民

・K

・.卜
義

を

標

榜

す

る

米

国

で

は

あ

る

が

、

そ

の
素

顔

は

日

本

ヒ

令

く

異
、な

っ

た

文

化

、

習

慣

、

価

倍

基

準

を

持

つ

外

国

だ

っ
た

。

近

く

て

ゆ迅

い

国

で

↓
め

つ・O
米

国

冷
 切

由九

h
津
疫

戚
心

し

た

。

か
わ
か
み

り

ゅ
う

い
・
F、氏

尾

し

.

年
典

同
.胆
信

・へ
紐

捧
偏

部

7
ル
ア

ピ
ブ
ト
く
局

長

を
経
て

二

『[
ー

ヨ
ー

7
聡
崎
員

裁1}「ll所に 向 か 一)ヒ ア ー ズ 氏 牝 マ凧 コ ミ も

51・トFξ.竪:二II.IlLノ こ 〔5.17)、 、■、、■1,

(9)
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J

リ
ー

グ

が
熱
気

に
あ

ふ

れ

て

ス

タ
ー

ト

し

た

。
六

八
年

の

メ

キ

シ

コ

五

輪

銅

メ
ダ

ル
を

き

っ
か

け

に
盛

り

上

が

っ
た

、

い
わ
ば
第

一
次

サ

ッ
カ

ー
プ

ー

ム

の
半
年

前

か

ら

「
ダ

イ

ヤ

モ

ン
ド

サ

ッ
カ

ー
」

と

い
う

番

組

を

ス

タ

ー
ト

さ

せ
、

ず

っ
と

サ

ッ
カ

ー

に
か

か
わ

っ
て
き

た

私

た
ち

に
と

っ

て
も

、

心

踊

る
出

来
事

で
あ

る

。

岡

野
俊

一
郎

氏

丁

O

C
委

員

・
日
本

サ

ッ
カ

ー
協

会

副
会

長

)

と
金

子

勝
彦

ア
ナ

ウ

ン
サ
ー

の
名

コ
ン
ビ

で
、

一
.

十
年

間

に

わ
た

っ
て
紹
介

さ

れ

続

け

た

ワ
ー

ル
ド
ク

ラ

ス

の
サ

ッ
カ

ー

が

い
ま

目

の
前

で
展
開

さ

れ

て

い
る
.

ス
タ

ン
ド

の
応

援

風
景

も

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
、

南

米

の
サ

ッ
カ

i

先

進

国

と
少

し
も

変

わ

ら
な

い
。

ひ

い
き

の

チ
ー

ム

カ

ラ
ー
を

大

切

に

し

、

一
目

で
ど

の

チ

ー

ム

の
サ
ポ

ー

タ

ー

か

が

わ
か

る
光

崇

は
す

ば

ら

し

い
。

そ
う

い
え

ば
、

当

時

「
応
援

団

」

と

い
う

表

現

し

か
な

か

っ
た

日
本

の

ス
ポ

ー

ツ
界

に
、

サ
ポ

ー
タ

ー

(支

持

者

)

と

い
う

言

葦
…を

取
り

入

れ
、

定

着

さ

せ
た

の
も

こ

の
番

組

か

ら

だ

っ
た

。

当

時

、

B

B
C

の
名

コ
メ

ン

テ
ー

タ

ー
だ

っ
た

ケ
ネ

ス

・
ウ

ォ

ル

ス
テ

ン

ホ

ル

ム
氏

の
表

現
方

法
を

徹

底

的

に

研
究

し

た

結

果

で
あ

っ
た

。

と

こ
ろ

で
テ

レ
ビ
局

の
プ

ロ
デ

ュ

ー
サ

i
、

デ

ィ

レ
ク
タ
ー
と

名

乗

っ
て

も

、
放

映

権

を

獲

得

し

な

い

限

リ

、

腕

の

ふ
る

い
よ

う

が
な

い

の

が
、

.厳

し

い
現

実

だ
。

ベ
ン

一
本

で

そ

の
試

合

を

い
か

よ

う

に
も

表

現

で

き

、

自

山

に
評

価

で
き

る

新
聞

記

者

の
皆

さ

ん
と

大

き

く

違

う

と

こ
ろ

で

あ

る
。

ま

ず

、

放

映

権

を

い
か

に
確

保

す

民

間

放

送

に
欠

か

せ
な

い
C

M

の

入
れ

方

も

、

現

場

に
と

っ
て

は

頭

を

悩

ま

せ

る

問

.題

で
あ

る
。

一
瞬

の
う

ち

に
攻

守

が
入

れ
替

わ

り

、

得

点

の

持

つ
音
心味

が
大

き

い
サ

ッ
カ

ー

だ
け

に
、

ゴ

ー

ル
シ
ー

ン
が

C

M

で
欠

け

て

し
ま

っ
た
ら

、

]
も

当

て

ら

れ
な

い
。

と

い
う

わ

け

で
ゴ
ー

ル

デ

ン
ア

ワ
!

5
1試

合

は

試
合

中

、

画

面

の
下

四

分

の

.
に

.
ワ

イ

ブ

”
を

か

け

て
、

字

幕

C
M

の
み

に
す

る

新

し

い

番
組
作
り
も
汗
だ
く
の
キ

ッ
ク
オ
フ

寺

尾

暁

次

る
か

に
全

精

力

を

傾

け

る
。

他

局

よ

り
早

く

オ

フ
ァ

ー
す

る

こ
と

が
、

死

命

を

制

す

る

こ
と

に
な

る

、

ま

さ

に

「
早

さ

は
力

な

り
」
を

地

で

ゆ

く

の

が
、

放

映

権

獲

得

競
争

だ

。

次

は
獲

得

し

た
試

合

を

、

ど

の
よ

う

に
表

現

す

る

か

に
な

る

わ

け
だ

が

、

会

場

の

ど

こ

に
、

何

台

の
カ

メ

ラ
を

配

置

す

る
か

、

解

説

者

・
実
況

ア

ナ

ウ

ン
サ

ー
、

り
ポ

ー
タ

ー

に
誰

を

起

用
す

る

か

が
大

き

な

ポ

イ

ン
ト

に

な

る
。

試

み

が
生

み
出

さ

れ

た
。

五

月

十

六

日

の

ガ

ン

バ
大

阪

対
浦

和

レ

ッ
ズ

が
最

初

だ

っ
た

が
、

か
え

っ
て

新

鮮

に
見

え

、

視
聴

者

に

ス

マ

;

ト

な

印
象

を

与

え

る

こ
と

が
で
き

た

の

で

は

な

い
か
と

思

っ
て

い
る
。

も

う

一
つ
神

経
を

す

り
減

ら

す

の

は

放
映

時

閻
内

に
、

キ

ッ
ク

オ

フ
か

ら

タ

イ

ム

ア

ッ
プ

ま

で
を

入
れ

こ
む

こ
と

が

で

き
る

か
ど

う

か

で
あ

る
。

十

六

日

の
試

合

で
は

、

ハ
ー

フ
タ

イ

ム

シ

ョ
ー

の
た

め
消

し

た

照

明

の

.再
点

灯

に
手

間
ど

り
、

タ

イ

ム

ア

ッ

プ

の
残

り
丘

分
ほ
ど

で
、

生

・…T
継

を

打

ち

切

ら
ざ

る
を
得

な

か

っ
た
。

た

と

え

ハ
プ

ニ
ン
グ

の
責

任

は

私

た
ち

に
な

く

て
も

、
抗
議

の
電

話

が

ガ

ン

ガ

ン

か

か

っ
て
き

て
、

汗

だ

く

の
応

待

に
追

わ
れ

る

の
は

つ
ら

い
。

ま

た

最

近

の
試

合

の

傾

向

と

し

て
、

ハ
ー

フ
タ
イ

ム

そ

の
も

の
が
、

.長

く

な

っ
て
き
た

こ
と
も

、

悩

み

の

タ
ネ

だ
。

ル
ー

ル
ブ

ッ
ク

に

は

レ
フ

ェ
リ

ー

の
同

意
な

し

に
、

ハ
ー

フ
タ

イ

ム

の
イ

ン
タ

ー

バ

ル
は

.五

分

を
超

え

て

は

な

ら
な

い
ヒ

明

記

し

て
あ
る

の

に

、

実

際
は
ト

五

分

が
当

た

り
前

に
な

っ
て

し
ま

っ
た
。

審

判

団

を
促

し

て

、

ロ

ッ
カ
ー

ル
ー

ム

の
ド

ア
を

た
た

く

こ
と
も

し
ば

し

ば

で

あ

る
。

秒

に
追

わ
れ

る

の
は

テ

レ

ビ

マ
ン

の
宿

命

。
何

岡
経

験

し

て
も

、

心
臓

に
良

く

な

い
。

し
か

し

、

そ

の

ス
リ

ル
が

た

ま

ら
な

い
魅
力

で
あ

る

こ
と

も

、

ま

た
実

感

で
あ

る

。

て
ら
お

か
ん
し
氏

一
九
六
四
年
裏
駅
12
チ

ャ
ン
ネ

ル
(現
テ
レ
ピ
戚
い駄
V
八
社

報
胆
部

運
動
部

ス
ポ
ー
ツ
局
勤
務
を
経
て

現
在

ス
ポ
ー
ツ
局
次
.長

(1⑪)
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国連記者会轟
＼=二 〆

ガ リ総長 に抗議文

長 浜 孝 行

 

ガ
リ
氏
が
国

連
事

務
総
長
に
就
任
し

て
か
ら

一
年
五

カ
月
。

ブ
レ
ス
と

の
表

面
的
な
関
係
は
お
お

む
ね
デ
ク

エ
ヤ

ル

前
総
長
時
代
と
大
差

は
な
か

っ
た
が
、

最
近
、
同
総
長

が
...口
論

の
肖
由
を
妨
害

す
る
動
き
に
出

た
た

め
、
ブ

レ
ス
と

の

間

に
緊
張
が
高

ま

っ
て
い
る
、

こ
と
の
発
端

は
、
国
連
記
者
ク
ラ
ブ

(U
N
C
A
V
が
中
国

の
民
t
化
運
動

の
指
導
者

の

一
人
、

沈

形

氏

(一
四
)

を
国
連
本
部
ビ

ル
内

の
U
N
C
A

の
部

屋

で
の
記
者
会

見

に
招
待
し
た
こ
と
。

天
安
門
事
件
四
周
年
を
控
え

て
、
同
事

件

の
引

き

金

と

な

っ
た
学

生
運

動

の
指

導

者

で
あ

る

沈

氏

か
ら

話
を
聞

こ
う

と

い
う

も

の
だ

。

と

こ
ろ

が
、

こ

れ
を

知

っ
た

ガ

リ

総

長
は

突
然

U

N

C

A
執

行
委
員

会

に

対

し
、

「
問

題

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

人

物
」

を
国

連

本

部

ビ

ル
内

に
入

れ

る

わ

け

に
は

い
か

な

い
と

通
告
し

て

き

な

.

国
連

事
務

総

長

が

U
N
C

A

の
会

見

に

横

や
り
を

入

れ

た

の
は
前

代
L木
聞

の

こ

ヒ

で
、

ガ

リ

氏

の
横

暴

に
記

者

団

は

一

斉

に
反
発

、

「
....口
論

の
自
由

を

妨

害

す

る
も

の
だ

」

と

す

る
抗
議
文

を

ガ

リ

総

長

に
突

き
付

け

た

.、

国

連

ス
ポ

ー

ク

ス

マ
ン
は
、

ガ

リ

総

長

が

こ
う

し

た

決

定

を
く

だ
し

た

背

景

に

は

「中

国

政

府

の
強

い
抗

議

」

が

あ

っ
た

と
説

明

し

、

巾

国

政
府

が
同

総

長

に
大

き

な

圧

力

を

加
え

た

こ
と

を

認

め

た
、.し

か
し

国

連

憲

章
第

一
〇
〇

粂

に

は

「事

務

総

長

お

よ

び
職
員

は
、

そ

の
任

務

遂
行

に
当

た

っ
て
、

い
か
な

る

政

府

ま

た

は

こ

の
機

構

外

の
い
か
な

る

他

の

当

局

か
ら

も

指

、那
を
求

め
、
ま

た

は

受

け

て
は
な

ら

な

い
」
と

規
定

さ

れ

て

お

り
、

ガ
リ

総

長

は

自
ら

こ
の
規

定

を

無

視
し

た

こ
と

に

な

る
。

そ

れ

に
し

て

も

、

ガ

リ
総

.長

に

こ
う

し
た

決

定

を

く

だ

さ

せ
た

中
・国

の
圧

力

ヒ

は

い

っ
た

い
何

だ

っ
た

の

か

..

ス
ホ

ー

ク

ス

マ

ン
は

「事
務

総

長

が

決

定

を

ド

し

た

」

と

い
う

だ
け

で
、

具

体

的

理

山
を

明

ら

か

に
す

る

の
を

拒

否

し

た
。

こ
れ

に

関

連

し

て
外
交

筋

は

、
「
中

国

を

含

む

安

保

理
.瓦
常

任

理
事

国

の
横

暴

は

ふ
だ

ん

か

ら

11

に
余

る
も

の

が
あ

る

」

ヒ
指

摘

し

た
。

と

こ

ろ

で
、

国

連

ス
.ホ

ー

ク

ス

マ

ン

の
定

例

記

者

会

兄

は
L

日
を

除

く

毎

11

匿
午

か

ら
約

.一.卜

分
行

わ

れ

る
.

会

児

途

中

で

の
抜

け
出

L

は
厳

禁

だ

。

聚

務

総
.長

の
r

定

や
人

事

な

ど

が

・E

で
、

大

き
な

ス
ト

レ
ー

ト

ニ

ュ
ー

ス

が

出

る

こ

と

は
め

っ
た

に
な

い
が
、

こ

の
会

兄

に

出
席

し

て

い
る

と

国
連

全

体

の
大

き

な

流

れ

が
把

握

で
き

る

の
で
、

ば

か

に
は

で
き

な

い
。

一
九

九

〇

年

八

月

の
イ

ラ

ク

軍

に
よ

る

ク
ウ

ェ
ー

ト

侵

攻
ま

で
は

、

常

時

顔

を

見
せ

る

記

者

は

ト

丘
入

程

度

だ

っ
た

が
、

そ

れ

以

降

は

、
連

日
六

十

～
ヒ

ト

人

が
描

席

す

る

と

い
う
盛

況

ぶ

り

で
あ

る
。し

か

し

、

記
者

団

に
と

っ
て

最

も

重

.要
な

安

保

理

の
非

公

式

協

議

の
模

様

や

決

議

案

の
内

容
な

ど

は

、

こ

の
記
者
会

見

で

は

全
く

.不
明

.

そ

こ
で

記
者

団

は

非

公
式

協

議

が
開

か

れ

る

ご

と

に
、
協

議

場

前

の
廊

ド

に
陣

取

リ

、
各

国
外
交

官
を

つ
か
ま

え

て
話

を

閲

く

こ
と

に
な

る
。非

公

式
協

議

は

こ

の

と

こ
ろ

連

目
開

か

れ

て
お

り
.
国

連

担

当

記

者

は

11
本

入

.記

折

を

含

め

て

自
心
を

口抜
く

暇

が

な

い
、

H
本
人

記
哲

室

は
本

部

ビ

ル
四
階

の
イ

ー

ス
ト

リ
バ

ー
を

眺

め

る

約

卜

二

畳

の
小

さ

な
部

屋
、

こ

こ

に
十

社

が

入

っ
て

い
る

た
め
、

い
か

に
も

手

狭

な
感

じ

だ

.

常

駐

に
近

い
態

制

を

と

っ
て

い

る

の

は
通

信
社

と

.
「、

一、.の
新

聞

社

だ

け

.

し

か
し
他

の
記

者

も

一
目

に
少
な

く

と

も

一
回

は
顔
を

見

せ
、

情

報

を

収

集

し

て
送

稿
す

る
.

非

公

式

協

議

は

時

に

は

数

時

間

続

き

、

深

夜

に
及

ぷ

こ
と

も

あ

り
、

各
国

.記
者

団

は

こ

の
と

こ
ろ

い
さ

さ

か

食
傷

気

味

だ
.

な
が
は
圭

た
か
ゆ
き
氏

…
托
」
..一臼
時
雰
通

信
・人
社

外
信
部

ロ
ン
ド
ン
特
派
員
な
ビ
を
経

て

九
Q
年
か
ら
二
.轟
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
ヒ
し
て

・旺
に
国
連
を
担
当

〔ID



1993年6月10日 第280号

旧
ソ
連
邦
視
察

団

千
代

田

プ

レ
ス
ク

ラ
プ

(
理
事

長

・

江

尻

進

}

の
田

ソ
連

邦

視

察

団

卜

八
名

は

、

四

月

十
几

H
か
ら

約

二

週

間

に
わ

た

り

、

モ

ス
ク

ワ
、

ア

ル

マ
ト
イ

、

キ

エ
フ
、

リ
ガ
、

サ

ン
ク
ト

ベ
テ

ル
ブ

ル

ク

と
歩

き

、
丘

月

.
日
帰

国

し

た
。

団

員

は
、

日
本

記

者

ク

ラ
ブ

や

H
本

.評
論

家

協

会

に

在

籍

す

る

マ

ス

コ

ミ

O

B

で
、

女

陸

も

四
名

が
参

加

し

た
。

ロ
シ

ア

共
和

国

の
独

立

共

和

国

い
じ

め

か
、

油

不
足

が
そ

れ

ほ

ど

深

刻

化

し

て

い
る

の
か
、
①

ア

ル

マ
ト

イ

か
ら

キ

エ

フ

へ
、
②

キ

エ
7
か

ら

リ

ガ

へ
、
③
.リ

ガ
か

ら

サ

ン
ク
ト

ヘ
テ

ル
プ

ル
ク

へ
の
、

.
国

際

”
に
ま

た

が
る
空

路

が
す

べ
て
不

定

期

で
予

約
が
取
れ
な

い
。

そ

の
た
め
、

①

は

ア

ル

マ
ト

イ
か

ら

い

っ
た

ん

モ

ス

ク

ワ

へ
帰

ーー
、

モ

ス
ク

ワ
発

列

車

で
キ

エ
フ
ま

で
十

.
一時

間
、

②

は

キ

エ
フ
発

列

車

で

リ

ガ

ま

で

二

卜

時

間

、
③

は

リ

ガ

発

列
車

で
サ

ン
ク
ト

ヘ
テ

ル
プ

ル
ク
市

ま

で
十
四
時

間

の
鉄

路

と
な

り
、

一
室

二

人

の

一
等

寝

台

と

は

い
え

、
思

い
も

か

け

ぬ
苦

難

の
旅

と

な

っ
た
。

そ

れ

で
も
、

全
員

事

故

な

し
、

各

地

で
・r
定

し

て

い
た
.要
人

と

の

対

談

や
観

光

な

ど

の

ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
は
す

べ
て
消

化
す

る

こ
と

が

で

き
た

。

こ
れ

に
は
随

行

の
若

い
旅
行

社

の
ガ
イ

ド

や
通

訳

た

ち

も

驚

い
て

い
た

が
、

“
み

ご

と
な

、

老

兵

た

ち

の
取

材

魂

”
と

い
う

ほ
か
な

い
、

つ

い
で

に
睦
H
き

加

え

れ

ば
、

視
察

団

に
は

九

C
年

几

11

に

目
本

記
者

ク

ラ

ブ

が
行

っ
た

ソ
連

・
東

欧

視
察

取
材

団

に
参

加

し

た
四
名

の
O

B
も

.再

び
参
加

し

て

い
た

.

モ

ス
ク

ワ
に
入

り
、

ま

ず

驚

い
た

の

も

生

き

て

い
た
。

二

年

半

前

、
”
物

”
の

な

い
店

内
を

の
ぞ

い

て
は

舌

打
ち
を

し

て

疏

ち

去

り
、

キ

ヨ

ス

ク

で
行
列

が

で

き

は
じ

め

る
と

先

を

争

っ
て
列

に
並

ん

で

い
た

、
無
表

情

で

暗

い
服
装

の
人

た

ち

の
記

憶
か

ら

は

予

想

も

で
き
な

い
変

わ

り
よ

う
だ

っ
た

。

し

か

し
、
同

地

に

二

泊

し

て
.要
八

た

ち

と

会

談
、
ま

た

クて
れ

そ

れ

の
笛
身
社

特

派

員

た
ち

と

話

し

合

っ
て
み
る
と

、

こ
れ

は

ほ
ん

の

]
部

の
表

面
的

な

こ
と

モ

ス
ク

ワ
で
見
た

こ
と
、
聞

い
た

こ
と

物
あ
ふ
れ
、
生
き
生
き
し
て
い
る
が
…

は
街

中

に

”
物

”

が
あ

ふ
れ

て

い
る

こ

と

だ

っ
た
.

百
貨

店

に

は

毛

皮

か

ら
衣

料

品

、

靴

、
雑

貨

、
食

料

品

が

山

積

み
。

市

場

も

果
物

、

野
菜

を

は

じ

め
、

肉

や

魚

も

、
新

鮮

な
生

も

の
や

干
物
、

缶

詰

類

ま

で
が
ズ

ラ

リ
。

目
抜

き

の
道

路

わ

き

に
は
随

所

に
露

店

が
並

ん

で

い

て
、

こ
れ

も

日
常

品
や

野

菜

、

肉
類

の

加

L

品
、
書

籍

類

、

外

国

タ

バ

コ
な
ビ

の
オ

ン
パ

レ
ー
ド

。

気

が

つ
く

と
、
往

来

す

る
人

々
の
服

装

も

明

る
く

、

表
情

で

、

全

体
的

に

は

国

民

生

活

は
か
な

り

深

刻

な

も

の
で
あ

る

こ

レ
一が
次
第

に
分

か

っ
て

く
る

の
だ

っ
た
。

い
ま
、
国

民

の

月

収

は
唱
均

で

一
万

ル
ー
ブ

ル
、

限

ら

れ

た

入

で
も

二

.乃

ル

ー

ブ

ル
止

ま

り

、

と

い
う
。
ち

な

み

に
、

.
ド

ル
は

八

κ日
五

十

ル
!

ブ

ル
だ

っ
た

.

そ
ん

な
中

、
政

府

と

議

会

は

”
国

民

不

在

〃

の
政
争

に

明

け

暮

れ

て

い
る

。

「
エ
ーー

ツ
ィ

ン

の
前

途

も

楽
観
は

で

き

な

い
と
思
う

。

物

価

は
九
〇
年

初

期

の
一.一十

.
一倍

。

た
し

か
に
何

で

も

語
れ

る
解

放

感

は
あ

る

が
、
国

民

、

特

に
地
方

で
は

政

治

に
無

関

心
、

と

い
う
よ

リ

不

信

の
気

分

が
強

い
よ

う

で
す

」

(大

使

館

筋

)

「
北
方
領

上

問

題

は

一
部

少
数

な

が

ら
理
解
者

も

あ

る
,

し

か
し
、

政

界

翁

体

で
は

大

国

意

識

ヒ
被
害

者

意

識

が
入

り
ま

じ

り

、

逆

に
難

し
く

な

っ

た

の
で
は

な

い
で
し

ょ
う

か
」

(特

派
員

筋

)

団

長

.1.
{疋
の
江
尻

氏

が
出

発

直

前

の
ド
ク

タ

ー

ス
ト

ッ
フ
の
た
め

、

小

生

が
報

告
文

を
書

か
さ

れ

る
羽
H

に

な

っ
た
次

第
。

甲
斐

原

文

夫

(、覗
売
出
身
・
視
察
団
幹
雅
)

カラフルな衣類 も売 られ るモ スクワ市内 の露店

(12)
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ア
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ド
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・

マ
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デ
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〉
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ア
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報
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。
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同

ス
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ム
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・

ジ

ャ
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サ

リ
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ー

・

シ
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・

フ
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シ

ン
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ク
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・
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・
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・

マ

ガ

ジ

ン
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こ

の
」.尚
葉

は
気
象
庁

の
.r
報

用
語
集

に
入

〔.
て

い
ま
す

が
.
も
と

け

マ
ス

コ

ミ
の
造

語
と
さ
れ
、
卜
年
前

ま

で
は
、

島
根

県

浜
川
市
付
近

の

「浜

川
”蒙
雨
」

を
報

じ

た

一
九
趾
八
年
ヒ
月

.
日
付
朝

日
新

聞

の
詑
事
が
最
初
と
さ
れ

て
き
ま

し
た
.

ま
だ
気
象
関
係

の
解

説
甚

や
辞

典
で

そ

の
ま
ま

の
も

の
が
あ

り
ま
す

、

と

こ
ろ

が
、
N
H
K

の
氣

象
解

説
者

の
宮

澤
清
治
さ
ん

(し
ρ.し

が
、

神
戸

海
洋

気

象
台

長
だ

っ
た
八

一
.、

三
年

ご

ろ

に
、
丘
年

さ
か
の
ぼ
る
記
事

を
兇

つ

け
ま

し
た
.

「南
山
城
水
害

」
を
報
じ

た
五

一二
年

八
月
十
五
日
付

の
朝

H
新
聞

大
阪
本

社
発

行
夕
刊
に
、

「集
中
・豪
雨

木

津

川

上

流

に
」

の
.
一段

見

出

し

で

「寒

冷
前
線

は
激
し

い
雷
と
豪

.雨
を
伴

っ
て
山景
都
、

滋
賀
、
奈
良
府

県
境

に
あ

た

る

木

津

川

ヒ

流

に

集

中

豪

.雨

を

降

ら

せ

…

L

と

あ

り

ま

し

た

。

初

出

が

研

究

論

文

に

よ

っ

て

「
浜

川

h蒙

.雨

」
だ

っ
た

り
、

そ

の

一
年
乱
剛
の

「
諫

目
「
豪

.雨

」

だ

っ
た

り

し

た

の

で

、

図

階

館

で

調

べ

た

そ

う

で

す

。

す

ぐ

に

白

身

の

著

書

で

改

め

、

以

後

、

ほ

か

の
本

で

集
中
豪
雨

も
書

き
換
え

が
進

み
ま
し
た
。

で
も
、
本
当
に
新
聞
記
者

の
造
語
な

の
か

、
そ
れ
以
L

さ
か

の
ぽ
る

こ
と
は

な

い
の
で
し

ょ
う

か
。
改

め

て
大
阪
管

区
気

象
台
や
新
聞
記
者

の
O

B

に
あ
た

る
ン
一.
証
拠
、
証
、一.口
が

い
く

つ
か
得
ら

れ
ま

L

た
。

当

時

の
台
長
.
大
谷
東
平

さ

ん

〔故

入

∀

が

.

L
ハ
{、巳
.疏
十
L
ハ
月

一
.ー「
..
.日

付

朝

日

新

聞

の

コ

ラ

ム

に

こ

う

睡
日
い
て

い

ま

す

、

「
こ

の
年

の
南

山

城

の
豪

.雨

は

、

宙

を

伴

う

局

地

的

の

豪

.雨

で

あ

っ
た

た

め

、

新

聞

記

者

諸

公

に

よ

っ
て

集

中

豪

.雨

と

い

う

名

亭
一も

・り

い

、

以

」米

こ

の

.一.肖

菓

が

一
般

に
使

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

〈
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト

の

つ
く

っ
た
言
葉
〉

も

の
と
覚
え
て

い

る
」
。

予
報

官
だ

っ
た

斎
藤

将

一
さ
ん

{七

六

)
は

「間
違

い

な

い
」
と

い
い
、
当

時

の
記
哲
た
ち

の

名
を

思

い
出
し
て
く

れ
ま

し
た
。
そ

の

一
八

、
毎

日
新
聞
大

阪
本

社

の
O
B
和

気
清

.
さ
ん
(六
乱

)
は
、

水
害

の

一
年

後

に
担
当
に
な
り
、

先
輩

か
ら

「朝

11

の
造

語
」
と
聞
か
さ

れ

た
そ
う
で
す
。

た

し

か
に
毎
日
は
翌

十

六

日
朝
同
の
文

中

に

「
集

中

豪

雨

」
が

使

わ

れ

て

い
ま

す

が

、
卜

κ

日

の

夕

印

に

は

あ

り

ま

せ

ん

,

朝

日

の
損

当

記

者

も

判

明

し

ま

し

た

が

、

遊

軍

だ

っ
た

O

B

芋

尾

宗

冬

さ

ん

(六

瓦

)

は

「
私

で

は

な

い
」
、

レ巾

山
口

の

サ

ツ
回

り

と

兼

任

だ

っ
た

O

B

九

原

音
巾
雄
叩曳
㌔
ん

(
」
ハ
」
ハ
)

も

「
消

再
一
津
…
鴫
」
私

に

な

る

が

、

覚

え

て

い

な

い
」
.

た

だ

、

兀

原

さ

ん

は

「
.r
報

官

と

の

雑

談

で

「
集

山
-
的

な

豪

.雨

に

な

っ
て

…

』

な

ど

と

出

た

...目
葉

だ

っ
た

の

で

は

。

新

聞

は

文

字

が

少

な

い
方

が

い

い
.

縮

め

た

だ

け

で

、

造

語

の

許
脚識

が

な

か

”
た

の

か

も

知

れ

な

い
。

デ

ス

ク

の
予

で

そ

う

な

っ

た

こ

と

も

考

え

ら

れ

る

」
。

四

十

年

も

前

の

記

憶

を

た

だ

さ

れ

、

キ

ツ
ネ

に

つ

ま

ま

れ

た

よ

う

な

様

子

で

し

た

。

朝

日
新

聞

大

阪

科

学

部

中

島

昭

夫

(13}
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ゴ

ー

・
チ

ョ
ク

ト

ン

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

首

相

5.1n〔,1,、1己 名1ニセ兄

ld会 田 ロ ー1人理 事

】重、1尺)こ 堅f}㌣ ケと、r
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.
几

0

セ

ン

チ

の

長

身

.

兀

○

年

卜

.

月

、

凹

卜

几

歳

で

首

相

に

.

公

賓

と

し

て

来

B

し

た

。

二

十

一
年

間

続

い
た

り

ー

・

ク

ワ

ン

ユ
ー

路

線

を

継

承

し

て

い
る

が

、

政

治

手

法

は

違

う

よ

う

だ

。
リ

ー

氏

の

.
ワ

ン

マ

ン
型

々
に

対

し

、

物

腰

柔

ら

か

な

.
熟

慮

型

り

と

評

さ

れ

て

い

る

、

臼

本

国

内

で

カ

ン

ボ

ジ

ア

か

ら

の

P

K

O

撤

退

論

が

翫

て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

、

次

の

よ

う

に

発

...U
し

た

.

「
P

K

O

は

危

険

を

伴

う

も

の

と

し

て

承

知

し

て

い

た

は

ず

.

ピ

ク

ニ

ッ

ク

に

送

り

出

し

た

の

で

は

な

い
。

い
ま

日

本

が

独

自

の

判

断

で

撤

退

を

決

定

す

る

こ

ヒ

は

、

将

来

に

わ

た

り

11

本

が

国

際

政

”絹
面
四
で

の

役

割

を

担

わ

な

い

と

決

め

る

こ

と

に

等

し

い
」
。

同

国

も

、

約

八

-r
人

の
警

官

を

カ

ン

ボ

ジ

ア

の
P

K

O

へ
派

遣

し

て

い
る

と

い
う

。

「
国

連

が

攻

撃

に

屈

し

た

り

、
人

材

を

引

き

揚

げ

た

り

し

た

ら

、

国

連

の
悟

和

維

持

活

動

に
対
す

る
信

頼

が
損
な
わ
れ
る

こ
と

に

な
る
」
ヒ
続

け

た
。

羽
田

孜

衆

議

院
議

員

盛

り
L

が

っ
た
選
肇
制
度
改
uΨ
へ
の
動

き
が
.

い
つ
し

か
ト
ー

ン
ダ
ウ

ン
、
腐

敗

防
止
法
を
優

先

す

べ
し
、
と
の
声
も
聞

こ

え
て
き
た
中

で

の
会
見
,

「中

選
挙

区

制

が
制

度
疲
労

に
陥

っ
て

い
る

の
は
皆

が

引
冊
め
て
い
る
。

こ
れ

ほ
ビ

選
挙
制
度
改
革

に
対
す
る
機
運
が
盛

り
ヒ

が
る

こ
と

は

二

度

ヒ
な

い
か
も

し

れ
な

い
。
府
稠
敗

防

止

演
一だ
け

で
は

ダ

メ
だ
」

と
、
あ
く
ま

で

制
度
改
革

の
必
.要
性
を
説

い
た
。

そ
の
ヒ

で
、

「
国
会

の
議
論

で
は
、
与

野

党
は
互

い
の
案

の
長
所
、
頴
所
を

認

め
合

っ
て

い
る
。
両
者

の
ス
リ
合
わ
せ
を
始

め

る
べ
き
だ
」
,

「小

選
挙
区
比
例
代
表

併

用

制
も
、
も

う
少

し
考
え
れ
ば
捨
て
た
も

の

で
は
な

い
。

連

用
制

(民
間
政
治
臨

調
案
)

も
」
夫
す

れ
ば
活

用
で
き
る
」
な
ビ

と
.

羽
田
派

の
離
党

・
新
党
結
成

に

つ
い
て

5.且2(虞 」 、;己呂『会 見

司 会 前田 ・録1;委員

出ll暫B3〈L

は

、

「
ま

ず

自

民

党

を

変

え

る

、

党

を

離

れ

て

の

改

革

は

で

き

な

い
」

と

.

こ

ち

ら

も

明

ら

か

に

ト

ー

ン
ダ

ウ

ン
・

ロ

ナ

ル

ド

・

モ

ー

ス

ア

ナ

ポ

リ

ス

・

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

代

表

5.E3(そ く)口 「3℃`ミ

ク リ ン トン 止矯葎」 ・21

0`1ゴセ ト11・=㌧ り}委`t

.1曵r'こ'卜1'1』 小q慶〔紀

ll}FIF衆∫62ノ 、

 

外
交

問
.題
厚

門

の
フ
レ
ソ
チ

恥、
ー

ス
ク

ー
ル
'.・日
米

関
係

を
テ
ー

マ
に
教

べ
ん
を

と

っ
て

い
る
,

「冷
戦
の
終
軸鞘
で
、

米
国
門

は
軍
事

か
ら
経

済

へ
戦
略
転
換

を

は
か

っ

て

い
る

の
に
、

11
本
は
冷
戦

モ
デ

ル
か
ら

脱
却
で
き
な

い
で

い
る
」
と
.

そ
し

て

11

本
に
は
今
後
、
①

独
自
路
線

の
道
、
②
'ア

ジ
ア
諸
国

と

の
連

携

の
道
、
③

国
際
的

マ

ル
チ
シ

ス
テ

ム

の

.
員

に
な
る

道
、
鯨

米

国
の
傘

ド
に
と

ビ

ま
る
道
、
と

い
う

四

つ

の
選
択
肢

が
あ

る

と
語
る
。

「
一
.般
的

に

は
独
自
路
線

の
道

を
取
る
と
み

ら
れ

て

い

る
が
、

こ

の
選
択

は
危
険
.
米
国

の
国
家

利
益

に
反

す

る

た

め
許
さ

れ
な

い
だ

ろ

う
」
.

米
国
は

口
本

経

済
を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
せ

ず

に
は
、
世

界
経

済
戦
争
を
勝
ち
抜

け
な

「
ハ

ー

ネ

ス

ト

・
ザ

・
ラ

イ

ジ

ン

グ

・
サ

ン

」

右

の

.、..目
葉

が

.

ク

リ

ン

ト

ン

政

権

の

村

日

戦

略

の

ス

ロ
ー

ヴ

ン

に

な

る

の

で

は

な

い

か

.

トニ

ロ

ナ

ル

ド

・
モ

ー

ス

氏

〔
5

・

B

研

究

会

)
..
}蕾

ヨ

窮

ア
は

馬

口
.ハ
.

娩

目
ハ

・
一
こ

は

米

国

経

済

再

建

の

た

め

日

本

を

働

か

せ

、
,
の

意

か

.

同

政

権

の

ア

ド

パ

イ

ザ

ー

詑.・
あ

る

ジ

.

セ

ブ

・
ナ

イ

教

授

.

工

て

・フ

・
ポ

ー

ゲ

ル

教

授

・
り
の

建
ハ擢
臼
鞭
”
の

ク

ノ
♪
ト

ル

名

で

・も
あ

る

.、

い
り
「
ク

リ

ン
ト

ン
政
権

ド

で
成

.長

が
帥

ぴ
ず
、

.雁
川
が
杜
会
問
題
化

す
れ

ば
、

こ

れ
ま

で

の
政

権
同
様
、
日
本

は
ま

た

ス
ケ

ー
ブ

ゴ
ー
ト

に
さ

れ
る
だ
ろ

う
」
,

赤

尾

信

敏

外
務
省

・
ア

ジ

ア
太

平

洋
協

力

担

当

大

使

「
A
P
E
C

(ア
ジ
ア

・
太

.平
洋
経

済
協

力
閣
僚
会

議

V
を
め
ぐ
る
最

近

の
動

き
」

の
テ
ー

マ
で
、

こ
れ
ま
で
の
経
儘轡
を

整
理

し
た
.一世

界

.
の
成
長
地
域
を

め
ぐ

っ
て
、

実
は

こ
こ

で
も
H
米

の
通
商
戦

略

が
し
の

ぎ
を
削

る
。

5_31〕(木)研F7究 会

「地 域 経 済 統 合
,;4ト

犀1'1∫守 羅 勝{`セ…角;委`i

l1㌔II亨155ノ 、
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一
托

八

九

年

に

豪

州

の

ホ

ー

ク

首

相

の

提

案

で

発

足

し

た

A

P

E

C

に

は

、

現

在

卜

斤

の

国

・
地

域

が

参

加

し

て

い
る

.

・几

一
年

の
第

三

回

会

議

で

基

本

理

へ
,心
.

新

規

参

加

.要

件

を

定

め

た

「
ソ

ウ

ル
宣

..目
」

を

採

択

し

た

り

米

国

の

後

押

し

で
、

八
r
秋

、

メ

キ

シ

コ
が

参

加

す

る

兄

通

し

.

他

の

中

南

米

諸

国

の

関

し

・も

高

い

よ

う

だ

、

「
A

S

E

A

N

が
核

と

な

る

べ

き

で

、

巾
-
南

米

ま

で

早

〃,
心
に
広

げ

る

の

は

良

(

な

い
.

む

し

・、2
申

請

し

て

い

な

い

ベ

ト

ナ

ム

、

ラ

オ

ス

、

カ

ン
ホ

シ

ア

に

参

加

し

て

は

し

い
」

レ

一
..
i

噛
ノ

.

ロ
パ
ー
ト

・
エ

ン

ジ

ェ
ル

サ
ウ

ス

カ

ロ
ラ
イ

ナ
大

学

助

教

授

具
和
党
系
で
、

H
本

の
政
治
、
政
策

決

定

フ

ロ
セ

ス
を

研

究

す

る
却
日
派
、.
「
冷

戦

の
終
結
で
、

日
本

は
米
国
に
ヒ

っ
て
以

約

束

は
覚

え

て

い

ま

す

ヨ

「
次

は
あ

な

た

の

番

で

す

蝕
、

大

ホ

ー

ル
を

開

け

て

待

っ
て

い
ま

す

ヨ
」
.

昨

年

四

月

八

11
.

巾
-
国

大

使

館

で

の
江

沢

民

総

嘗

記

招
宴

で
、

臼

木

督

務

局

長

は

銭

其

環

外

翻

に
次

回

訪

B

時

の

会

兄

を

要

請

し

た

。そ

の
時

、

外

相

は

ヘ
ー
度

は

必
ず

行

き

ホ
い

す

ヒ

.
確

答

し

て

く

れ

た

。

冷
臓

後

の

世

界

で

、
中

国

外

交

の

展

開

に
関

心

が

集

ま

る

中
、

へ
,
岡
、

そ

れ

が

実

現
し

た
。

前
と
は
異
な

る
椴

.要

な
位
置
を
占
め

る
よ

う

に
な

っ
た
.

日

本
問
題

は
米
国

で
国

内

閻
題
化
し
て

い
る

」

と
、

11
本

が
そ

の
点

を
も

”
ヒ
自
覚

す

べ
き
だ
と
指
摘
す

る
.

対

ソ
戦
略
L
与

え

ら
れ
て
き
た
日
本

の

特

別
な
位
…直
は

も

う

存
在
し
な

い
。

「
日

米
安
保

の
意

味
ヘ
ロ
い
も
変
化
し
た
ヒ

い
え

る
、
地
球
焼
…恨
の
脅

威
か
ら
地
域
紛
争

の

脅
威
に
重
占
…
が
移

っ
た
が
.
両
国

に
共

通

す

る
地
域
的

利
害

は
異
.な
る
-
H
米

安
保

の
新
し

い
役

割
を

定
義

し
直
す
の
も
大

変

だ
」
、

翫
界
情
勢

が
大

き

く
変
化
し
た
へ
-
、

日

木

に
求
め
ら
れ

て

い
る

の
は
政
治
的

リ
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ
.
「
官

僚

よ
か
せ
で
は
対

応

が
困
難
.
日
本

の
優
秀

な
官
僚
機
構

が
も

た
ら
し
た

,
負
債

ゐ
を
、

い
ま
や
目
米
両

国
 が
痛
み
を
.分
か

ち
八
ロ
う
形
で
芝
払

・わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
」

と
。

5.2[(金,lr汁 「1ヒf}
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平
山

郁

夫

東

京

芸

大
学

長

テ
ー

マ
は

「文

化
財

に
お
け
る
国

際
貢

献
」
。
長
年
、
世

界
各

地
の
遺
跡

・
文

化

5.26〔 ノ爽)

睾.普,ニセ1,己.念講i釘
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財
保
護

に
力

亭
」
u圧

い
で
、を
、た

口取
訴
一は
.

「文
化
財

赤
卜

字

構
想

」
を
提

唱
し

て

い

る
、
「
炊
米

に
あ

る

日
木

の
旋
術

.に
芸

品

の
老
朽
化

が
進

ん

で

い
る
か
、
修
復

す

る

技
能
者
も

少
な

く

、

目
木
か
ら
職

八
を
呼

ぶ
経
…済
力
も
な

!＼
な

っ
て

い
る
」

レ
一.

カ

ン
ポ
ジ
ア
や

ア

フ

ガ

ン
、
イ
ラ
ク
な
ビ
紛

争
地
域

の
遺

跡

も

危

機

に
瀕
し

て

い
る
。

「κ
類
共
通

の
遺

産

レ
こ

て
、

民
族
を
超

え
て
、
時
忙
n
ヰ
増超

え
て
守

っ
て

い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
」
..

文
化

に
お

い
て

受

け
身
的
発
想

だ

っ
た

日
本
。
そ
れ

だ
か

ら
こ
そ
今
、
文

化
を
惇

重
す
る
国
ヒ

し
て

の
11
本

の
国
家
像

を
、

文
化
財
赤
十
字

運

動

に
よ

「
て
高

め
、

日

本
自
体

の
文
化

の
意
味
を
.再
確

認
し

て

い

く
べ
き
だ
と

い
う

若

え
方

の
よ
う

だ
.、

銭
其
環

中

国

副

首

相

兼
外
相

外
入
記
者
を

A肖
め
.
約
.
.百
八

が
出
席

し
た
.
約

一
時

間

の
質
疑
応
答

で
以
ド

の

点
を
明
ら
か

に
し

た
。

」米
国

の
最

恵
国

待
遇

の
乗
件

付
き
延
長
]

貿
易

と
入
権

、二
い
う
別
個

の
闇
 .題
を

.

緒
に
す

る

や

り
方

に
は
賛
成

で
き
な

い
。

ブ

ジ
ア
の
安
黛

保
障
問
題

」

ア
セ

ア

ン

拡
大
外
.相
△
至
議
な
ど
の
場
を

通
じ
て
話

し

合
う

こ
と

に

は
賛
成
だ
、一
い
ろ

い
ろ
な
構

想
が
出

て

い
る
が
.
枠
組
み
を

闘
定
す

る

の
は
時
鰍
尚

早

、

.カ
ン
ボ

シ
ア
問
、題

、

日
本

の
P

K

O
に
称
銭

の
意
を
表
す

る
、

か
、

二
の
地
域

で

の
腰
史
的

経
緯

を
忘

れ

な

い
で
ほ
し

い
、
総
選
挙
後

、
国
際
社
会

が
あ
ま

リ
関
り

す

べ
き
で
は
な

い
.

[北

朝
鮮

の
N

P

T
脱
退
長
明
問

題

一

わ
が

国
は

こ
の
間

.題

の
当
唱
者
で
は
な

い
、
経

済
制
裁

に
は
反

対
だ

.
国
連

安
保

理

は
他

国

へ
の
侵
略
な
ビ
を
協
議
す
る
場

で
あ

り
、

こ
の
よ
う
な

軌付
定

の
問
題
を

取

リ
ヒ

げ
る

場
と
し

て
ふ
さ

わ
し
く
な

い
.

「李
鵬
首

相

の
病
状

」

北
京
を
虚
.つ
前

に
病
院
を
た

ず
ね
た
-
重

い
風
邪
だ

『
た
が
回
配促
し
て

い
る
、
医

帥

の
指
.小
で
も
う

し
ば
ら
く
療

養
す
る
,
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●

囲

碁

の

会

〇

五

月

二

十

九

口

(
至

 

に

開

か

れ

た

例

会

に

は

=
.卜

九

人

が

集

よ

り

ま

し

た

。

途

中

、

盤

を

追

加

す

る

こ

と

二

回

.

総

対

局

数

も

六

卜

一
一.局

に

の

ぼ

り

ま

し

た

。

そ

の

中

赫
㌦
、

山
川
川

裕

L
ハ
段

,

村

ー「
甫
唱駒
犬
匠

肌
棋
、

塚

本

…
.
}段

が

優

秀

な

成

績

で

し

た

,

ま

た

.

こ

の

日

は

小

西

泰

..
一
六

段

を

招

い
て

、

指

導

対

局

を

お

願

い

し

ま

し

た

.

“
プ

ロ
キ
ニ
フ

i

”

の

」八
日

{凹

.
郎

絋

段

、

細

金

正

人

.
一・段

を

は

じ

め

松

本

昭

男

ヒ

段

、

橋
木

正
邦
.鉦
段

、

山
路
憲
夫

五
段
、

内
川

芳
喪

 
.段
と
腕

n
慢

か
挑
戦
し
ま
し

た
が
、

や
は
リ
フ

ロ
の
壁

は
厚
か

っ
た
よ
う

で
す
。

唯

一
入
、
橋
本

鉦

段
が
金
星

を
あ
げ

た

の

は
見
事

で
し

た
。

次

同
は

「特

別

企
画
」
と
し

て
、

「
紅

友
会
」

と

の
対
抗

戦
を
朽

い
ま
す
。

同
会

は
四

Ψr
世
紀

の
歴

史
を
持

つ
女
性
囲

碁
愛

好
家

の
全
国

組
織

で
す
.
通

常

の
対

局
も

行

い
ま
す

。

[
時

は
六
月
二
十
六

日

(上
)

午
後

一
時

か

ら
。

場
所
は
ク
ラ
ブ
宴
会

場

で
す
。

会

員

の

著

書

(ご
宙
心
贈

い
ム
～
κ㌔
㌔
、ま

ー
ヂ(
ご

ビ

シ

ネ

7へ
読

睡
黒
.r

藤

原

作

弥

(
現

代

教

養

文

庫

六

四

〇

円

)

テ

レ

ビ

は

メ

ソ
セ

ー

ジ

そ

の

文

化

、
思

想

、
ビ

ジ

ネ

ス

を

取

材

す

る

彦

岐

 
郎

(梓

眈
目
院

几

兀

一い

円

)

誰

も

辞

か

な

い
P

K

O

の

正

体本

澤

一
.郎

(
エ

ー

ル

餓

版

社

一
、

二

〔」
○

円

)

招
待
券

朝

11

新

聞

社

か

ら

「
小

倉

遊

亀

展

」

「
エ

ル

ス

ケ

ン

写

真

展

」
、
東

京

新

聞

か

ら

「
」

海

醇

物

館

展

」
、
大

丸

ミ

ュ
ー

ジ

ア

ム

か

ら

「
フ

ラ

ン

ス

印

象

派

風

景

絵

画

展

」

「
日

本

陶

芸

展

」

の

招

待

券

を

い

た

だ

き

ま

し

た

.

お

礼

申

し

あ

げ

ま

す

り

※
招
待

券

は

ご
希
望

の
方

に

ラ
ウ

ン
ジ
カ
受

伺

≠
、孝

し
あ

げ
ま

す
。

フ
ロ
ア

・
マ
・不

ジ

ヤ
ー
ま
で

お
申

-

出

く

だ
さ

い
.
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こ

の

映

画

の
舞

台

で

あ

る

南

ア

7

リ

カ

の

「
黒

尺

居

住

区

」

ソ

ウ

ェ
ト

を

、

ま

る

]
ほ

か

け

て

取

材

し

た

こ

ヒ

が
あ

る

,

一
九

し

六

年

の
春

、

ソ

ウ

ェ
ト

暴

動

の

四

か

月

ほ

ビ

前

の

こ

と

だ

っ
た

.、

「
サ

ラ

フ

・
ナ

:

」

の

ク

ラ

イ

マ

.

ク

ス

も

ま

さ

に

ソ

ウ

ェ
ト

暴

動

,

南

ア

政

府

保

安

部

隊

に

よ

っ
て

、

黒

入

の

苔

者

た

ち

が

虫

け

ら

の

よ

う

に

射

殺

さ

れ

る

情

景

だ

一、

偶

然

な

が

ら

私

は

、

映

画

の

・E

人

公

の

女

子

高

生

サ

ラ

フ

・、
ナ

と

同

じ

ょ

う

な

高

校

生

た

ち

に

.

流

血

の

弾

.圧

の

直

前

に

ソ

ウ

ェ
ト

で

会

っ
て

い

た

こ

と

に

な

る

、

外

国

人

ジ

翻、
ー

ナ

リ

尺

ト

で

あ

る

私

の

質

問

に

、

黒

人

の

高

校

生

た

ち

が

暗

い

無

表

晴

の
ま

ま

、

ほ

と

ん

ビ

ロ

を

き

い

て

く

れ

な

か

っ
た

こ

と

を

い
ま

で

も

鮮

明

に

覚

え

て

い

る

、

「
サ

ラ

フ

.
ー
ナ

!

」

は

ア

パ

ル
ト

ヘ

イ

ト

(
人

種

隔

離

)

の

底
、
辺

ぜ.・
.

銃

弾

、

逮

捕

、

拷

閏

の

抑

圧

に

さ

ら

さ

れ

た

若

若

た

ち

の
物

語

で

あ

る

.

映
、
画

の

い

ち

ば

ん

の

メ

ッ
セ

ー

ジ

は

、

入

間

的

権

利

を

奪

わ

れ

た

入

た

ち

の
怒

リ

や

悲

し

み

を

通

じ

て

、

ア

ハ

ル

ト

ヘ
イ

ト

の

グ

ロ

テ

ス
ク

さ

を

、

ま

ギ
、
れ

'
》
な

く

生
U

発

し

て

い
る

こ

と

だ

、

だ

か

ら

重

く

る

し

い

テ

ー

マ

の
作

晶

で

あ

る

。

し

か

し

ス

ク

ーー

ー

ン

で

躍

動

す

る

若

い
肢

体

の
歌

と

踊

り

は

、

は

じ

け

る

よ

う

に

パ

ワ

フ

ル

だ

..

乾

い
た

ヨ

ハ
ネ

ス

ブ

ル

ク

の

嘘
-5
の

よ

う

に
楽

、大

的

な

ま

で

の

明

る

さ

は

.

私

が

兄

落

と

し

た

南
…
ア

フ

リ

カ

の

も

う

ひ

レ
一
つ

の

現

実

な

の

だ

ろ

う

.

皮

膚

の
色

で

差

別

す

る

こ

の

国

で

、

申
;
時

H

本

人

に

ワ

え

ら

れ

た

の

は

賊

辱

的

な

「
名

誉

臼

入

」
と

い

う

珍

奇

な

カ

テ

ゴ

リ

L

し

週

闇

も

の

南

ア

滞

在

で

.

ア

フ

リ

カ

の

明

る

さ

を

発

兄

で

き

な

か

っ

た

の

は

、
多

分

そ

の

せ

い
だ

ろ

う

。

7
由.
ー
1ー

ン

・
フ

レ
ス

セ

ン
ク
ー
県
務

理
事

北

村

文

夫

口

会

議

報

告

口

第

m

回

企

画

委

員

会(
3

・
11

入

会
議
室

)

行

事

報

告

の
後

、

八
ー
後

の

ク

ラ

プ

ゲ

ス

ート
に

つ

い
て

協

壇融
ー
)
(に
。

出

席

ド

村

.

.負

川

(
弘

)
,

北

原

、

石

川

(
荘

)
、

広

瀬

、

秋

山

.

藤

原

、

堀

、

丸

尾

、

広

渕

.

岩

田

、

後

藤

、

酒

井

、

末

常

、

堤

の

各

委

員

、

第

槻

回

会

報

委

員

会〔5

・
B

小
会
議
室

}

丘

月

ロヴ
に

つ

い

て

隊
心
見

漏父
換

、

六

月

”
ヴ

の

編

集

に

つ

い

て

協

軸議

し

た

ほ

か

、

「
写

直
へ回

廊
ご

の

斯
Uし

い

短
.文

執

筆

κ

四

名

牟
層

決

め

た

。

出

席

深

川

委

員

長

、

山

崎

、

金

林

、

梅

田

の

各

委

口31
.

第

92

回

施

設

運

営

委

員

会

(
5

・
F

尺
会
議
室

〉

四

月

の
貸

室

利

用

と

ア

ラ

ス

カ

へ
の

業

務

委

託

実

績

に

つ

い

て

喉

務

局

か

ら

報

告

し

た

。

出

席

清

原

委

員

長

。

浩

川

、

和

田

、

村

ヒ

、

宮

地

、

・へ
木

の
各

委

員

。

第

鵬

回

会

員

資

格

委

員

会

(
一」
・
18

小
会
議

室

〕

六

11

一
日

付

の

会

員

入

退

会

を

審

議

し

、

〈
法
人
会
員
代
表
変

更
>

H
本
経
済
新

聞
祉

(新
V
鶴

田
卓
彦

代

表
取
締
役

祉

長

〔旧
}
新
井

明

几
州
朝

H
放
送

〔新
)
涌
片

昭
治

取
締
役
社
長

(閉
)
松
木
盛

一
.

理

雅

会

へ
答

中

し

た

、

出

席

加

藤

委

員

長

。

羽

原

、

清

水

、

菱

木

、

巨
目
木

の

各

委

”只
..

第

㎜

回

理

事

会

〔
5

・
25

大
会
議

室

冒

第

卜

一
期

の

理

東
r
長

、

副

理

事

長

、

直
ず

務

理

雰

.

総

務

、

会

員

資

格

、

企

画

、

会

報

、

施

設

運

営

の

各

委

員

会

委

員

長

を

決

定

し

た

.

(
「

へ
-
ー
ジ

参

照

)

出

席

鮫

島

理

事

長

、

松

ド

副

理

事

長

、

斎

藤

、

加

藤

、

清

原

、

木

谷

、

川

U
、

多

川

、

志

〃

、

鉛

木

.

甲

.

中

村

、

杉

本

、

石

川

.

椿

、

深

川

、

木

村

、

浅

野

、

永

町

、

臼

木

の
各

理

嘱

、.

藤

簾
〃、

長

谷

、

ヒ

坪

の
各

監

事

。

(18)
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円 高 万 歳!

J

リ

ー

グ

が
鳴

り
物

入

り

で

ス

タ
ー
ト

し
、

入

気

は

好

調

に
続

い
て

い
る
..

フ

ァ

ン
の
数

で
、.口
え

ば

ま

だ

プ

ロ
野
球

の
方

が

多

い
だ

ろ
う

が
、

目

ド

の
熱
気

は
プ

ロ
サ

ッ
カ

ー

の
方

が

は
る

か

に
ヒ

で

あ

る
..
な

ぜ

だ

ろ
う
か

っ
・

.仮

M侃
-

野
球

は

フ

ロ
が

出

来
}て
既

に
六

十

年

た

つ
が

、

メ

ジ

ャ
ー

リ
ー

グ

の
水

準

に
は
遂

に
追

い

つ
け

ず

、

こ
れ
か
ら

も

追

い

つ
く
兄

込

み
は

な

い
、

サ

ッ,
カ
ー

は
も
し

か

す

る

と

匪
界

の
水

準

に

追

い

つ
け

る

か
も

し

れ
な

い
、

ヒ

い
う

望

み
が

あ

る
カ

ら

、

仮

説

2

野

球

に
も

サ

ソ
カ

ー

に
も

助

っ
入

は

い
る

が

、

サ

ソ
カ
ー

の
方

が

野

球

に
比

べ
て

.
流

が
多

い
、
あ

る

い
は
,
日
本

選

下

の

レ

ベ
ル
が
低

い

の
か

2

い
ず

れ

に
せ
よ

、

今

ま

で

の
日
本

で
は

兄

ら
れ
な

か

っ
た
高
度

な

フ

レ
ー

が
見
ら
れ
る

か
ら

,

仮

説

3

何

と
,
日
り
て

も

プ

ロ
サ

ッ
カ
ー

は
ま

だ
始

ま

っ
た

ば
か

り
だ
か

ら
、

草
創

期

の
熱
気

の

あ

る

の
は

当

然

、
物
珍

し

さ

、

新

鮮
さ

が
な

く

な

っ
た

時

に
本

当

の
姿

が
わ

か

る

。

い
ぶ9
れ

に

せ
よ
、
人
8双
晦

-

の

ス
ポ
ー

ツ
と

..、口

わ
れ

る

に

は
、

ま

だ
年

数

が
必

.要

で
あ

る
。

た

だ

プ

ロ
サ

ッ
カ

ー

に
と

っ
て

有

難

か

っ
た

の
は
、

日

本

の
経

済

力

が
世
界

一
安

定

し

て

い
る
今
発

足

し

た

こ
レ
一
で
あ

ろ
う
。
知

名

度

も

高

く
、

実
力

も

あ

る
外

国

人

選

乎

を
加
え

ら

れ

な

か

っ
た
ら
、

こ
う

は

い
か

な

か

っ
た

に
違

い
な

い
。

円
高

万
歳

!

〔羽

仁

憩

)
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夏

の

海

外

旅

行

“
姉

妹

ク

ラ

ブ

”

を

ご

利

用

〈

だ

さ

い

左

記

の
ブ

レ

ス

ク

ラ

プ

と

”
姉

妹

ク

ラ

ブ

”

の

関

係

に

あ

り

ま

す

.

当

ク

ラ

ブ

の

会

員

証

を

携

行

す

れ

ば

、

ゲ

ス

ト

会

員

と

し

て

施

設

を

使

用

で

き

ま

す

。

取

材

や

夏

の

旅

行

で

.

こ

れ

ら

の

都

市

へ
行

か

れ

る

予

定

の

方

は

、

友

好

訪

問

し

て

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

ワ

シ

ン

ト

ン

・
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ

ス

ク

ラ

プ

Z

舞

…o
=
巴

}》毒

㏄
㏄
騨
=
=
〔罫
張

ン
～
、霧

三

=
匹

c
朔二

)
'ρ

N
〔}〔二
⇔

⊂
肋

.〉

.(卜轟
{託
-ゆ
①
呼

拐

〔二
〕)

ご
寄
稿

く
だ
さ

い

「
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス

ト

の

つ
く

っ
た

言

葉

」

今
号

で
は
.

四
レ
年
前

に
初

め
て
紙
面

に
登
場
し

た
「集
中
豪
雨
」
に

つ
い
て
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
、

会
報
委
員
会

で
は
、

「
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

の
つ
く

っ
た
二.臼葉
」
欄

で
、

認

者

に
よ

っ
て
発

案

さ

れ

た

り
、
[
夫
さ
れ
た

造

語
や
新
語

の
誕
生

の
経
緯

を
記

録

に
と
ど

め
た

い
と

思

っ
て

い
ま
す
疹

発
案
者

ご
自
身

な

い
し
関
係

の
方
に
、
そ

の
言
葉

が
ど

こ
で
、
ド
マ
つ
い
う

状
況

で
生
ま
れ
た

か
を
ご
寄

稿

い
た
だ
き
た

い
と

思

い
ま
す
.

関
連
情
報
を

お
持
ち

の
方

は
、
ぜ

ひ
事

務

局

の
会

報
係
ま

で
ご
連
絡

願

い
ま
す
。

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・
ブ

レ

ス

ク

ラ

プ

㎝
⊆臼
ω
て
O
段

ω
茸
O
C
P
.
QC
ロ
コ

閉
.量

コ
9
鷲

ρ

C
m
=
「O
「
=
牌
印

¢
△
一
(蒔

⊂
め
》

λ
ム
5

絢
ヨ

も
つc
C
ε

キ

ャ

ン

ベ

ラ

・
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ

ス

ク

ラ

プ

一
①

7
m
二
〇
コ
巴

∩
『
∩
三

戸

一
ψ
鴬
ユ
C
P

O
餌
三
)
祀
剛
「
鉾

〉
ロ
匹
「
巴
冨

〔Q
⑦
に
-N
砦
もの
『
“
と

フ

ィ

リ

ピ

ン

・
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ

ス

ク

ラ

プ

ン
、冨

ぴq
巴
冨

口
玉

O
ユ
～
.¢
.
7
冨

三

5

℃
三

=
℃
百

コ
¢
㏄

(お

・へ搭
お

)

韓

国

フ

レ

ス

ク

ラ

プ

トσ
ρ

,り
器

写

.9
嘱

「
O
山

訳
斜

C
げ
ニ
コ
照

区
戸一曜

㏄
幡
〇
三

,
課
o
「
①
斜

ε

O
〔
ミ

ω
・O
qG
匿

)

D

会

員

会

費

七

月

一
日

に

引

き

落

と

さ

れ

ま

す

個

入

D

会

員

の

会

費

は

.

三

カ

月

ご

と

に

ご

指

定

の

11

座

か

ら

自

動

引

き

落

と

し

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

い
ま

す

..
次

回

は

ヒ

月

一
日

で

す

。

ご

指

定

口

座

の

残

高

を

ご

確

認

い
た

だ

く

よ

う

お

願

い

い
た

し

ま

す

。

自

動

引

き

落

と

」

臼

は

、

四

月

、

ヒ

月

、

卜

月

、

.
月

の

各

月

一
日

で

す

。

会

員

変

更

は

所

定

の

用

紙

で

お

願

い

し

ま

す

各

祉

内

で

入

・
退

会

や

会

員

の

入

れ

替

え

が

あ

る

場

舎

は

、

事

務

局

の

会

員

事

務

係

ま

で

ご

連

絡

願

い
ま

す

.

所

定

の

「
会

員

変

更

局

」

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

個

人

会

員

の
役

職

、

連

絡

先

、

住

所

の

変

.史

も

必

ず

お

知

ら

せ

.願

い

ま

す

。

そ

れ

に

基

づ

き

、

会

報

や

会

合

案

内

の

あ

て

名

を

修

正

し

て

い
ま

す

。

計
報

川
代
喜
久
雄
会
員

(全
国
朝
11
放
送

)

が
五
月
卜

四
日
、

肝
不
全
の
た
め
逝
去

さ

れ
ま
し
た
。

謹
ん

で
ご
冥

福

を

お
祈

り

い
た
し
ま
す

.

会

員
現

況

法
人
会
員

一
四

八
社

基
本
会

員

八
ユ

ニ
八

個

八
会
員

一
、

ヒ

一
几
八

法
人

・
個

人
賛
助

会

員

ヒ

…
社

.
一三

二
入

特
別
賛
助
会
員

丘
九
八

名

雌
nム
苔
貝

一
...人

計

一
=

瓦
村

一
一.

.八
…四
乱
入

六

月

の

行

事

(5
H
現
在
〕

16
日

(水
)
午
後

3
時

ー
4
時

ソ
マ
ル
ガ
赤

十
字

国
際
委

員

会
委

員
長
記
者
会
見

17
日

(木
)
午
後

2
時

30
分

～
4
時

江
田

五
月
社

民
連
代
表

記
者
会
見

午
後

5
時

30
分

～
6
時

30
分

ハ
リ

ッ

シ

ュ

・
イ

ス
ラ

エ
ル
通
産
相

記
者
会

兄

25
日

〔金
)
午
後

2
時

～
3
時
罰
分

大
前

研

一
平

成
維
新

の
会
代

表
記
者
会
見

(行
事
案

内
電
話

〇
一.一1

..一粍
0
1一.1

三

し
六

四
}

会
報

委
員
長
11
深
川

誠

委
員
ー
山
崎
英

祐

金
林

止
義

川
一-、
恵
.r

梅

田
光
男

事

務
局
連
絡
11
長
谷

川

河
野

〔電
話

〇

三
-

三
κ
〇
三
-

二
し

一
.一
.∀
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